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三
二

『帝
王
世
紀
』
の
成
立
と
そ
の
意
義

南

澤

良

彦

漢
代
は
厩
大
な
知
識
が
集
積
さ
れ
産
出
さ
れ
た
時
代
で
あ

っ
た
。
生
成
論
や
上

古
か
ら
當
代
に
至
る
歴
史
に
つ
い
て
の
知
識
も
こ
の
時
代
に
大
き
く
捜
充
し
、
そ

れ
ら
に
基
づ
い
て
知
識
人
は
そ
れ
ぞ
れ
濁
自
の
世
界
観

・
歴
史
盤
系
を
構
想
し
、

そ
れ
を
自
ら
の
著
書
や
古
典
の
注
澤

の
中
に
記
述
し
た
。
そ
れ
ら
は
司
馬
遷
の
断

念
し
た
黄
帝
を
遡
る
上
古
史
の
記
述
を
も
含
む
も

の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
漢
代
に
は

『史
記
』
に
訣
げ
る
黄
帝
以
前
の
上
古
史
を
備
え
且
つ

『
史
記
』

に
匹
敵
す
る
規
模

・
腔
系
を
有
す
る
通
史
は
つ
い
に
現
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

次
の
時
代
に
な
る
と
、
歴
史
を
爲
し
得
る
限
り
始
原

へ
と
遡
及
し
、
天
地
開
關
以

來
の
通
史
を
企
圖
す
る

一
群
の
書
が
登
場
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
さ
ら
に
生
成

論
か
ら
書
き
起
こ
す
も
の
さ
え
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
蜀
の
諜
周
の

『古
史
考
』
、

呉
の
章
昭
の

『洞
紀
』、

呉
の
徐
整

の

『
三
五
暦
紀
』
、

そ
し
て
習

の
皇
甫
譲
の

ハ　
り

『
帝
王
世
紀
』
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
は
い
ず
れ
も
亡
侠
し
て
今
日
に
傳
わ
ら
な

い
。
し
か
し

『
五
輕
正
義
』
・
類
書

・
史
書
地
理
書
や
そ
の
注
に
し
ば

し
ば

引
用

さ
れ
て
お
り
、
爾
否
南
北
朝
か
ら
晴
唐
に
か
け
て
の
盛
行
ぶ
り
が
窺
え
る
。
な
か

で
も
皇
甫
詮
の

『
帝
王
世
紀
』
は
諸
書
に
引
用
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
北
魏
の

元
延
明
の
注
や
晴
の
虞
緯
の

『
帝
主
世
紀
昔
』
を
得
た
ほ
ど
重
覗
さ
れ
漉
・

皇
甫
譲

(一
=

五
～
二
八
二
)、
字

は
士
安
、

自
號

は
玄
曇
先
生
、

安
定
朝
那

　
　
り

(寧
夏
固
原
)
の
人
。
魏
習
二
代
に
徴
召
さ
れ
る
も
絡
に
虚
士
の
身
を
守

っ
た
。
傅

で
り

は

『
暦
書
』
巻
五
十

一
に
あ
る
。
「帝
王
世
紀
十
巻
。

皇
甫
諸
撰
。

起
三
皇
審
漢

魏
。」
と
著
録
す
る
の
は

『
晴
書
』
経
籍
志

て
あ
る
。
ま
た
南
宋
の
王
慮
麟

『玉

海
』
巻
四
十
七
藝
文

「編
年
」
は

『
帝
王
世
紀
』
に
つ
い
て
次
の
様
に
言
う
。

書
目
、
晋
正
始
初
、
安
定
皇
甫
誼
撰
。
以
漢
紀
残
訣
、
始
博
案
脛
傳
、
労
観

百
家
、
著
帝
王
世
紀
丼
年
歴
、
合
十
二
篇
。
起
太
昊
帝
、
迄
漢
献
帝
。

書
目
に
、
否
の
正
始
の
初
、
安
定
の
皇
甫
譲
撰
と
。
漢
紀
の
残
峡
せ
る
を
以

て
、
始
め
博
く
輕
傳
を
案
じ
、
労
ね
く
百
家
を
観
、
帝
王
世
紀
井
び
に
年
歴

を
著
す
、
合
し
て
十
二
篇
。
太
昊
帝
よ
り
起
し
、
漢
献
帝
に
迄
る
。

習
に
正
始
の
年
號
は
な
く
、
「迄
漢
獣
帝
」
と

は
晴
志
の

「
盆
漢
魏
」
の
記
事
と

齪
鱈
を
き
た
す
な
ど
正
確
と
は
言
い
難
い
に
せ
よ
、
こ
の
記
事
は
當
時
の

『帝
王

ま
じ

世
紀
』
観
を
傳
え

て
い
る
。
注
目
す
ぺ
き
は
、
「百
家
」
を
雑
え
る
と
は
い
え
、

皇
甫
譲
の
依
撮
し
た
史
料
は
基
本
的
に

「経
傳
」
て
あ
る
と

の
指
摘

で
あ
る
。

『古
史
考
』
や

『洞
紀
』
も
、
そ
の
基
本
的
な
擦
り
ど
こ
ろ
は

「奮
典
」
や

「傳

　こ

.
記
」
す
な
わ
ち
輕
學
の
知
識
て
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
劉
知
幾
が

「玄
曼
帝
王
紀
、
多
採
六
経
固
識
。
」
(『史
通
』
採
撰
篇
)
と
い
う
の
は
事
實
で
あ

り
、
そ
れ
は

『古
史
考
』
や

『洞
紀
』
に
も
該
當
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ



が

「引
書
之
誤
」
だ
と
す
る
批
剣
は
劉
知
幾
の
見
解
で
あ
り
、
皇
甫
譲
た
ち
の
時

代

の

一
般
認
識
て
は
な
い
。
経
學
は
陰
陽
五
行
説
を
は
じ
め
と
す
る
諸
學
派
の
知

識
を
擾
取
し

て
そ

の
知
識
を
撰
大

し
、
爾
漢

の
問
に
個
別
的
な

一
學
問
分
野
か

ら
、
古
代
中
國

の
文
化
全
般
に
關
與
す
る
、
知
識
の
集
合
髄
に
ま
て
護
展
し
た
。

そ
し
て
そ
の
な
か
て
緯
書

(六
経
圖
識
)
の
知
識
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、

脛
書
の
空
隙
を
埋
め
る
貴
重
な
文
献

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
経
學
ま
た
は
肚
會
に
お

い
て
、
か
な
り
の
緯
書
の
知
識
の
信
愚
性
が
承
認
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
讃
周

や
皇
甫
譲
は
そ
れ
を
活
用
し
て
、
上
古
史
の
盟
系
的
な
記
述
を
確
信
を
も

っ
て
行

い
得
た
の
て
あ
る
。

本
論
考
は

『帝
王
世
紀
』
の
侠
文
を
検
討
し
、
ま
た
緯
書
を
含
む
漢
代
輕
學
や

他
の
古
史
研
究

の
書

の
成
果
と
の
比
較
を

通
し

て
、
『帝
王
世
紀
』
に
固
有
の
歴

史
観

・
世
界
観
を
解
明
し
よ
う
と
す

る
も
の
て
あ
る
。

二

『帝
王
世
紀
』
は
生
成
論
を
備
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『太
亭
御
覧
』
巻

一
天
部
の

「太
易
」
類
か
ら

「
太
極
」
類
に
か
け
て
分
割
採
録

さ
れ

て
い
る
も
の
て
あ
る
。

『太
亭
御
覧
』
所
引
の
條
文
を
貼
綴
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

天
地
未
分
、
謂
之
太
易
。
」
元
氣
始
萌
、
謂
之
太
初
。」
氣
形
之
初
、
謂
之
太

始
。
」
形
攣
有
質
。
謂
之
太
素
。
〔太
素
之
前
、
幽
清
寂
真
、
不
可
爲
象
。
惟

虚
惟
無
。
蓋
道
之
根
。

自
道
既

建
、

猶
無
生
有
。

太
素
質
始
萌
、

萌
而
未

兆
、
謂
之
腰
洪
。
蓋
道
之
幹
。
既
育
萬
物
成
髄
。
於
是
剛
柔
始
分
、
清
濁
始

位
。
天
成
於
外
而
膿
陽
。
故
圓
以
動
。
蓋
道
之
實
。
〕」
質
形
已
具
、
謂
之
太

　こ極
。
(附
記
を
滲
照
)

こ
の
生
成
論
は
皇
甫
譲
の
全
く
の
猫
創
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ

れ
で
も
な

お

『
帝
王
世
紀
』

の
生
成
論
と
呼
ぶ
に
値
す
る
猫
自
性
を
備
え
て
い
る
。
言
い
換
え

『帝
王
世
紀
』
の
成
立
と
そ
の
意
義

れ
ば
、
こ
の
生
成
論
は
皇
甫
譲
が
明
確
な
意
圖
の
も
と
に
、
先
行
の
諸
読
を
改
憂

し
綜
合
し
た
成
果
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
意
圖
に
は
當
時

(魏
晋
)
の
思

潮
が
鮮
明
に
反
映
し
て
お
り
、
右
の
生
成
論
の
特
質
は
魏
晋
の
思
想
の
本
質
に
關

わ
る
。
そ
の
解
明
が
重
要
て
あ
る
所
以
て
あ
る
。
そ
こ
で

『帝
王
世
紀
』
の
生
成

論
の
猫
自
性
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ま
ず
そ
の
墓
に
な
っ
た
先
行
の
諸
読
を
確
認

し
て
お
こ
う
。

漢
代

(と
く
に
東
漢
)
に
お
い
て
主
流
て
あ
っ
た

の
は
氣
の
理
論
に
よ
る

生
成

論
て
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
爽
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
緯
書
て
あ
り
、

三
氣
五
運
の
読
に
よ
っ
て
完
成
を
見
た
と
言
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
て
、

こ
の
方
面
に

ハケ
リ

は
既
に
戸
川
芳
郎
氏
の
研
究
か
あ
り
、
ほ
ぼ
定
論
と
思
わ
れ
る
の
て
、
戸
川
氏
の

読
を
参
考
に
し
て
漢
代
の
生
成
論
史
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

東
漢
前
期
の

『
白
虎
通
』
天
地
篇
は

「太
初
者
、
氣
之
始
也
。
太
始
者
、
形
之

始
也
。

太
素
者
、

質
之
始
也
。
」
と
言
う

『
(易
緯
)
乾
盤
度
』
の
文

を
引
用
す

る
。

こ
れ
が
三
氣
読
て
あ
る
。

『
乾
盤
度
』
本
文
は
三
氣
の
時
間
的
順
序
に
つ
い

て
は
曖
昧
だ
が
、

『白
虎
通
』

て
は
太
初
↓
太
始
↓
太
素
の
農
開
を
時
間
的
推
移

と
し
て
記
述
す
る
。
そ
し
て
三
氣
読
は

『帝
王
世
紀
』
の
生
成
論
に
較
べ
て
太
易

と
太
極
と
を
訣
く
と
は
い
え
、
魏
の
博
士
張
揖
が

『廣
雅
』
繹
天
に
書
き
記
し
た

よ
う
に
、
三
氣
の
み
で
生
成
論
を
完
全
に
展
開
で
き
る
。

さ
て
東
漢
中
期
に
は
三
氣
読
と
は
濁
立
し
て
、
太
素
の
語
の
み
て
天
地
未
分
の

前
の
状
態
を
読
く
者
た
ち
が
い
た
。
張
衡

(『璽
憲
』)
と
王
符
(『漕
夫
論
』
本
訓
篇
)

と
は
そ
の
代
表
的
人
物
て
あ
る
。
『璽
憲
』

(『績
漠
書
』
天
文
志
上
、
劉
昭
注
所
牧
)

て
は
元
氣
獲
生
か
ら
天
地
形
成
ま
で
を
太
素
と
呼
ぶ
の
て
あ
る
が
、
こ
の
文
獣
の

劃
期
的
な
貼
は
、
さ
ら
に

「
太
素
之
前
」
を
想
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
て

の
生
成
論
に
お
い
て
は
元
氣
つ
ま
り

「
有
」
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
生

成
の
始
原
を
、
太
素

(有
)
の
前

つ
ま
り
元
氣
す
ら
な
い
虚
無
に
設
定
し
た
の
て

三
三
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あ
る
。
張
衡
は

こ
の
虚
無
状
態
を

「
浜
倖
」
と
呼

び
、

ま
た

「道
之
根
」
と
言

よ

う
。
そ
し
て

「無
自
り
有
を
生
ず
」
つ
ま
り
有
な
る
氣
は
虚
無
な
る

「道
根
」
か

ら
生
ま
れ
る
の
だ
と
明
言
す
る
。

元
氣

の
さ
ら
に
始
原
と
し
て
虚
無

(道
)
を
生

成
論
に
導
入
し
た
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
そ
の
後
の
生
成
論
に

『
璽
憲
』

の
與
え
た

重
大
な
寄
與
で
あ
る
。

さ
ら
に

『蜜
憲
』
は
世
界
に
お
け
る
人

(聖
人
)
の
役
割

に
つ
い
て
も
述
ぺ
る
。
す
な
わ
ち
道
の
畿
展
て
あ
る
世
界
の
生
成
過
程
の
最
絡
的

局
面
に
お
い
て
聖
人
が
登
場
し
、
道
を
盟
し
て
世
界
を
秩
序
づ
け
る
と
言
う
の
で

あ
る
。
こ
の
自
然
と
人
事
と
の
關
係
に

つ
い
て
の
観
念
を
論

じ

る
と
き

に
も
、

『
霊
憲
』
の
果
た
し
た
役
割
は
無
硯
で
き
な
い
。

東
漢
後
期
に
お
い
て
は
、

有
と
無
と
を
有
形
と
無
形
と
に
嚴
密
化
し
て
、

「有

と
無
」
の
生
成
論
が
展
開

さ
れ
る
。
高
誘

(『潅
南
子
』
注
)
や
鄭
玄

(『乾
盤
度
』

注
)
が
當
時
の
思

潮

を
代
表

す

る
。

鄭
玄
注
を
伴

っ
た
現
行
の

『乾
盤
度
』
は

『白
虎
通
』
所
引

の
三
氣
設
か
ら
獲
展
し
て
、

「有
と
無
」

の
生
成
論
の
形
式
と

な
っ
て
お
り
、
「有
形
は
無
形
よ
り
生
ず
」
と
述
べ
、
三
氣

(有
)
の
上
位
に

「未

ハど
ね

見
氣
」
つ
ま
り
虚
無
な
る
太
易
を
設
定

し
た
。
さ
ら
に
鄭
玄
注
に
は
、
無
に
は
有

を
生
む
能
力
は
な
く
、
有
は

「忽
然
と
し
て
自
生
」
す
る
の
だ
、
と
い
う
魏
瞥
期

に
特
徴
的
な
思
想

の
先
騙
と
も
い
う
べ
き
考
え
か
提
示
さ
れ
る
。
さ
て
、
三
氣
五

運
の
生
成
論
は
、
現
行

『乾
墜
度
』
の
太
易
プ
ラ
ス
三
氣
説
が
、
三
氣
の
下
位
に

太
極
を
加
え
た

『鉤
命
決
』

の
五
蓮
読

に
進
展
し
て
、

一
慮
の
完
成
を
見
る
の
で

あ
る
。
以
上
、
戸
川
氏
の
読
を
私
な
り
の
理
解
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
簡
略
に
記
し
た
。

詳
細
は
戸
川
氏
の
周
到
な
研
究
に
譲
る
が
、
本
論
考
の
目
的
で
あ
る
『帝
王
世
紀
』

の
生
成
論
の
濁
自
性
と
魏
沓
的
特
徴
を
解
明
す
る
と
い
う
睨
貼
か
ら
み
る
と
、
い

さ
さ
か
補
読
の
鯨
地
か
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
て
以
下
に

『帝
王
世
紀
』
に
開

わ
り
の
深
い
生
成
論

の
諸
読
を
再
検
討
し
、
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
検
討

三
四

す
る
の
は
、
現
行

『
乾
盤
度
』
巻
上
の
次
の
箇
所
で
あ
る
。
な
お
括
弧
内
は
鄭
玄

注
て
あ
る
。
(書
き
下
し
文
は
後
牛
の
み
掲
げ
る
。)

太
易
者
、
未
見
氣
也
。
〈以
其
寂
然
無
物
、
故
名
之
爲
太
易
。〉
太
初
者
、

氣
之
始
也
。

〈
元
氣
之
所
本
始
。
太
易
既
自
寂
然
無
物
突
。

焉
能
生
此
太
初

哉
。

則
太
初
者
、

亦
忽
然
而
自
生
。
〉
太
始
者
、

形
之
始
也
。

〈形
見
此
天

象
、
形
見
之
所
本
始
也
。
〉
太
素
者
、
質
之
始
也
。
〈地
質
之
所
本
始
也
。〉
氣

形
質
具
而
未
離
、
故
日
渾
論
。
〈
錐
舎
此
三
始
、
而
猶
未
有
分
剣
。
老
子
目
、

有
物
混
成
、
先
天
地
生
。
〉
渾
倫
者
、
言
萬
物
相
渾
成
、
而
未
相
離
。
〈言
寓

物
莫
不
資
此
三
者
也
。〉

視
之
不
見
、
聴
之
不
聞
、

循
之
不
得
、

故
日
易
也
。
易
元
形
畔
。
〈此
明

太
易
無
形
之
時
、
虚
酪
寂
真
、
不
可
以
覗
聴
尋
。
繋
僻
日
、
易
無
罷
。
此
之

謂
也
。〉
易
鍵
而
爲

一
。
〈
一
圭
北
方
、
氣
漸
生
之
始
。
此
則
太
初
氣
之
所
生

也
。
〉

一
憂
而
爲
七
。
〈
七
主
南
方
、
陽
氣
肚
盛
之
始
也
。
萬
物
皆
形
見
焉
。

此
則
太
始
氣
之
所

生
者
也
。〉
七
憂
而
爲
九
。

〈西
方
陽
氣
所
絡
、

究
之
始

也
。
此
則
太
素
氣
之
所
生
也
。〉
九
者
氣
攣
之
究
也
。
乃
復
攣
而
爲

一
。
〈
此

一
則
元
氣
形
見
、
而
未
分
者
、
夫
陽
氣
内
動
、
周
流
絡
始
、
然
後
化
生

一
之

形
氣
也
。〉

一
者
形
攣
之
始
、

清
輕
者
上
爲
天
、

〈象
形
見
　
。〉
濁
重
者
下

爲
地
。
〈質
形
見
　
。〉
(『易
緯
乾
盤
度
』
巻
上
、
『重
修
緯
書
集
成
』
巻

一
上
、
二

四
～
五
頁
)

ロも
と

之
を
睨
れ
ど
も
見
え
ず
、
之
を
聴
け
ど
も
聞
こ
え
ず
、
之
を
循
む
れ
ど
も

得
ず
、
故
に
易
と
日

ふ
な
り
。
易
に
形
畔
元
し
。
〈此
れ
太
易
無
形
の
時
、

虚
酪
寂
莫
と
し
て
、
以
て
覗

・
聴

・
尋
す
べ
か
ら
ざ
る
を
明
か
に
す
。
繋
僻

に
、
易
に
盛
無
し
と
日
ふ
は
、

此
の
謂
ひ
な
り
。〉

易
憂
じ
て

一
と
爲
る
。

〈
一
は
北
方
を
主
ど
り
、

氣
漸
く
生
ず
る
の
始
。

此
れ
則
ち
太
初
氣
の
生
ず

る
所
な
り
。〉

一
憂
じ
て
七
と
爲
る
。
〈七
は
南
方
を
圭
ど
り
、
陽
氣
肚
盛
の



始
な
り
。
萬
物
皆
形
見
す
。
此
れ
則
ち
太
始
氣
の
生
ず
る
所
の
者
な
り
。〉
七

憂
じ
て
九
と
爲
る
。
〈
西
方
は
陽
氣
の
終
る
所
、

究
の
始
な
り
。

此
れ
則
ち

太
素
氣
の
生
ず
る
所
な
り
。〉
九
な
る
者
は
、
氣

の
憂
ず
る
の
究
な

り
。
乃

ち
復
た
慶
じ
て

一
と
爲
る
。
〈此

の

一
は
則
ち
元
氣

の
形
見

し
て
未
だ
分
か

れ
ざ
る
者
な
り
。
夫
れ
陽
氣
内

に
動
き
、
周
流
絡
始
し
、
然
る
後
化
し
て

一

の
形
氣
を
生
ず
る
な
り
。
〉

一
な
る
者
は
形
攣
ず
る
の
始
、

清
輕
な
る
者
は

上
り
て
天
と
爲
り
、
〈象
形
見
す

る
な
り
。〉
濁
重
な
る
者
は
下
り
て
地
と
爲

る
。
〈質
形
見
す
る
な
り
。〉

ま
ず

『乾
墾
度
』
本
文
か
ら
検
討

し
よ
う
。
こ
の
文
章
は
鄭
玄
注
に
從
え
ば
、

右
の
様
に
二
段
に
分
け
ら
れ
る
。
第

一
段
落
に
は
太
易

・
太
初

・
太
始

・
太
素
の

四
者
が
登
場
す
る
。
太
易
と
は
氣

の
出
現
以
前

(の
状
態
)
を
い
う
。
ま
た
太
初
・

太
始

・
太
素
は
、
そ
れ
ぞ
れ
氣

・
形

・
質
の
始
原
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の

始
原
に
お
い
て
は
、
萬
物
の
端
緒
と
な
る
氣

・
形

・
質
は
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る

と
は
い
え
、
依
然
未
分
離
て
あ
り
、

い
わ
ば
混
合
謄
の
状
態
で
あ
り
、
渾
倫
と
呼

ば
れ
る
。

第
二
段
落
て
は
生
成
論
が
別
の
角
度
か
ら
述
べ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
感
畳
認
識
不

能
て
あ
り
形
畔

(輪
郭
)
の
な
い

「
易
」
が
読
か
れ
る
。
な
お
、
「親
之
不
見
、
聴

之
不
聞
、
循
之
不
得
」
と
は

『老
子
』
十
四
章
に
由
來
す
る
道
を
形
容
す
る
表
現

て
あ
り
、
「易
」
は
道
て
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
こ
の

「易
」
は

「
一
」↓

「七
」↓
「九
」
と
順
次
攣
化
し
、
「九
」
は
再
ひ

「
一
」
に
漫
化
す
る
。

こ
の
「
一
」

は
も
は
や
最
初
の

「
一
」
と
は
異
な
り
、
混
合
睦
か
ら
萬
物
が
分
化
す
る
端
緒
で

あ
り
、
氣

の
清
濁

・
輕
重
に
磨
じ
て
、
こ
こ
に
天
地
か
形
成
さ
れ
る
。

次
に
鄭
玄
注
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
鄭
玄
注
て
は
、
本
文
の
二
つ
の
段
落
は
融

合
さ
れ
て
い
る
。

太
易
と
は

「寂
然
無
物
」、

「虚
諮
寂
真
」
な
る
状
態

(な
に
も

な
く
う
っ
ろ
)
て
、
覗

・
聴

・
尋

(燭
)
等
の
感
畳
認
識
は
不
能
て
あ
る
。
こ
の
太

『帝
王
世
紀
』
の
成
立
と
そ
の
意
義

易
状
態
か
ら
、
「忽
然
而
自
生
」
と
い
う

メ
カ
昌
ズ
ム
に
よ
っ
て
元
氣
が
褒
生
す

る
。
こ
の
元
氣
の
登
生
す
る
始
原
か
太
初
て
あ
る
。
つ
い
て
、
天
の
象
の
始
原
、

ま
た
萬
物
の
端
緒
て
あ
る
形
が
護
生
す
る
。
こ
れ
が
太
始
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地

の
質
か
嚢
生
す
る
。
こ
の
始
原
が
太
素
で
あ
る
。
こ
こ
に
よ
う
や
く
天
地

・
萬
物

の
構
成
要
素

(氣
・
形
.
質
)
は
出
揃

っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
構
成
要
素
は
相

互
に
混
合
し
て
未
分
離
で
あ
る
。
太
素

の
過
程
に
ま
て
到
蓮
し
た
生
成
活
動
は
、

混
沌
の
氣

の
内
部
で
、
最
終
的
な
循
環
活
動
の
局
面
す
な
わ
ち
天
地
を
生
成
し
得

る

「
一
之
形
氣
」
の
化
生

を
輕
て
、

つ
い
に
象

(天
)
と
質

(地
)
と
を
生
成
す

ハ　
り

る
に
到
る
の
て
あ
る
。

こ
の

『
乾
馨
度
』
巻
上
の
鄭
玄
注
は
、
本
丈
の
軍
な
る
敷
術
に
止
ま
ら
ず
、
東

漢
に
い
た
る
生
成
論
の
諸
読
を
承
け
縫
合

・
襲
展
さ
せ
た
猫
得
の
説
で
あ
り
、
生

成
過
程
を
、

一
貫
し
て
氣
の
褒
展
活
動
の
硯
貼
か
ら
述
べ
る
。
ま
た
渾
輪
を

『
老

子
』
二
十
五
章
の

「有
物
混

(渾
)
成
馬
先
天
地
生
。
」
を
も

っ
て
解
澤
し
、
太
易

を

『易
』
繋
僻
上
傳
の

「
易
無
瞳
」
と
い
う

「易
」
に
相
當
す
る
と
述
べ
て
、
天

地

・
萬
物
の
根
源
た
る
道

・
易
に
言
及
し
、
本
鶴
論
的
面
目
を
も
備
え
て
い
る
。

こ
の
鮎
て
、
鄭
玄
が

『
乾
竪
度
』
本
文
の

「覗
之
不
見
」
以
下
を
前
文
に
接
績
さ

せ
ず
㍉
改
め
て
太
易
に
つ
い
て
行

っ
た
読
明
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
よ
う
に

『乾
盤
度
』
本
文
に
お
い
て

「易
」

が

『老
子
』
の
道
に
相
當
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
鄭
玄
は
そ
の

「易
」

を
虚
無
の
太
易
だ
と
解
す
る
の
だ
か
ら
、
鄭
玄
は
太
易

(虚
無
)
の
段
階
で
既
に

道
は
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
と
言
え

る
。
そ
し
て
渾
倫

(有
氣
)
を
も
道
の
あ

ら
わ
れ
と
言
う
の
だ
か
ら
、
鄭
玄
は
、
道
と
は
天
地

・
萬
物
そ
し
て
元
氣
に
先
立

っ
て
存
在
し
根
披
づ
け
る
本
髄

・
根
源
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『璽
憲
』

で
は
、
太
素
の
前
の
虚
無
な
る
状
態
を
道
根
と
言
い
、
そ
こ
か
ら
元
氣
が
焚
生
し

た
状
態
を
道
幹
と
呼
び
、
道
幹
の

「渾
沌
不
分
」
な
る
様
を
右
の

『
老
子
』
二
十

三
五



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
四
集

五
章
を
も

っ
て
表
現
し
て
い
る
。
鄭
玄
は
こ
の

『
蜜
憲
』
の
考
え
を
承
け
、
さ
ら

に
道
と

『易
』
の
説
く
本
隆

・
根
源
た
る
易
と
を
同

一
観
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

と
こ
ろ
で
、
『乾
蟹
度
』
巻
上
に
は
以
上
検
討

し
た
も

の

(假
に
太
易
-
渾
倫
型

生
成
論
と
呼
ぶ
)
と
は
別
に
、
次
の
様
な
生
成
論

(假
に
太
極
型
生
成
論
と
呼
ぶ
)
も

説
か
れ
て
い
る
。
括
弧
内
は
や
は
り
鄭
玄
の
注
で
あ
る
。

易
始
於
太
極
、
〈氣
象
未
分
之
時
、
天
地
之
所
始
也
。〉
太
極
分
而
爲
二
、
故

生
天
地
。
〈
輕
清
者
上
爲
天
、
重
濁
者
下
爲
地
。〉
(『重
修
緯
書
集
成
』
巻

一
上
、

二
一
頁
)

こ
の
本
文
は
言
う
ま
て
も
な
く
、
『易
』
繋
僻
上
傳
の

「易
有
太
極
、
是
生
爾
儀
。
」

を
意
識
し
た
文
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
鄭
玄
の
注
で
あ
る
。

一
見
し
て
氣
付
か

れ
る
の
は
、

「太
極
分
而
爲
二
、
故
生
天
地
」
の
注

「
輕
清
者
上
爲
天
、
重
濁
者

下
爲
地
」
が

『乾
盤
度
』
の
先
ほ
ど
の
箇
所
の
本
文
と
同
じ
表
現
で
あ
る
こ
と
て

あ
る
。
こ
の
表
現
は
氣
の
理
論
に
よ
る
生
成
論
の
常
套
句

で
あ

る

か
ら
、
明
ら

か
に
鄭
玄
は
太
極
型
生
成
論
を
氣
の
理
論
に
よ
る
生
成
論
の

一
種
と
し
て
理
解
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は

「太
極
」
の
鄭
玄
注

「氣
象
未
分
之

時
、
天
地
之
所
始
」
て
あ
ろ
う
。
こ
の
表
現
は
太
易
ー
渾
輪
型
生
成
論
の
太
素
か

ら
憂
化
し
た
天
地
を
生
成
し
得
る

「
形
憂
之
始
」
て
あ
る

コ

」
の
鄭
玄
注

「元

氣
形
見
而
未
分
者
」
の
表
現
と
ほ
ぼ
同

一
て
あ
る
。
つ
ま
り
鄭
玄
は
、
『乾
盤
度
』

に
併
存
す
る
太
極
型
と
太
易
i
渾
倫
型
と
の
二
つ
の
生
成
論
を
同

一
の
も
の
と
認

識
し
て
い
た
の
て
あ
る
。
「太
極
」

は

「形
憂
之
始
」

て
あ
る

「
一
」
に
相
當
す

る
。
ま
た
鄭
玄
の
解
繹
て
は

「形
愛
之
始
」
で
あ
る

二

」
は

「渾
倫
」
で
あ

っ

た
か
ら
、
「太
極
」
は

「渾
倫
」
に
他
な
ら
な
い
。

い
わ
ゆ
る
五
運
観
は
、

こ
の

よ
う
な
鄭
玄
の
認
識
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

易
鉤
命
決
云
、
天
地
未
分
之
前
、
有
太
易
、
有
太
初
、
有
太
始
、
有
太
素
、

有
太
極
、
爲
五
運
也
。
氣
象
未
形
、
謂
之
太
易
。
元
氣
始
萌
、
謂
之
太
初
。

三
六

氣
形
之
端
、
謂
之
太
始
。

形
憂
有
質
、

謂
之
太
素
。

質
形
巳
具
、

謂
之
太

極
。

轄
痩
五
氣
、

故
稽
五
運
。
(唐
の
法
琳

『辮
正
論
』
三
敏
治
道
篇
第

一
上
、

お
り

陳
子
良
注
所
引
。
『大
正
新
脩
大
藏
脛
』
二

一
一
〇
、
四
九
〇
頁
)

こ
の
説
は

『乾
盤
度
』

の
生
成
論
を
四
六
文
の
形
式
て
コ
ソ
パ
ク
ト
に
要
約
し
て

お
り
、
鄭
玄
注
の
趣
旨
に
合
致
す
る
。
渾
倫
を
太
極
に
置
き
換
え
て
太
極
型
生
成

論
を
太
易
ー
渾
倫
型
生
成
論
と
結
合
し
、
漢
代
に
お
け
る
氣
の
理
論
に
よ
る
生
成

論
の
完
成
を
試
み
た
の
て
あ
る
。
そ
し
て
五
運
読
は
後
世
に

一
定

の
影
響
を
與
え

煙
・『

帝
王
世
紀
』
が
五
運
読
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
太
易
に
つ
い
て
は
重
大
な
相
違
が
認

め
ら

れ
る
。
五
運
観
で
は
、
「太
易

者
、
未
見
氣
也
」
と
い
う

『
乾
盤
度
』
の
説
を
承
け
縫
い
で
、
太
易
は

「氣
象
未

形
」

つ
ま
り
元
氣
稜
生
の
前
の
虚
無
の
段
階
と
し
て
、
太
初
に
先
立
つ
生
成
過
程

に
お
け
る

一
過
程
と
規
定
さ
れ
た
。

一
方

『帝
王
世
紀
』
は
太
易
を

「
天
地
未

分
」
と
規
定
す
る
。
字
義
通
り
解
澤
す
れ
ば
太
易
は
天
地
開
關
以
前
の
状
態
で
あ

り
、
恐
ら
く
は
元
氣
の
稜
生
し
た
太
初
以
後
、
天
地
開
關
に
至
る
ま
て
の
生
成
過

程
の
全
髄
を
総
繕
す
る
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
皇
甫
詮
の
時
代
に

は
太
易
の
概
念
は
い
ま
だ
定
論
は
な
く
、
五
運
説
の
太
易
概
念
を
皇
甫
謹
は
承
認

て
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て

『
帝
王
世
紀
』
の
太
易
概
念
は
、
魏
沓
の
思
潮
を
よ
く

反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
。

周
知
の
通
り
、
太
易
ー
渾
倫
型
の
生
成
論
を
読
く
右
の

『
乾
盤
度
』
と
全
く
同

一
の
丈
章
か
、
現
行
の

『
列
子
』
天
瑞
篇
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

『
列
子
』

の
太
易
を
東
晋
の
張
湛
は
、
「三
者

(三
氣
)
宗
本
」
、
「萬
化
宗
主
、
冥

一
而
不
麺

者
」
と
注
解
し
て
お
り
、
生
成
論

と

い
う

よ
り
も
本
燈
論
と
し
て
の
傾
向
が
強

い
。

な
お
張
湛
は
太
易
を
、

『易
』
繋
駐
即傳

の

「太
極
」
・
『老
子
』
の

「渾
成

(道
)
」
に
相
當
す
る
と
し
、
太
易

(虚
無
)
と
太
極
11
渾
輪

(有
氣
)
と
の
野
立
關



係
を
堅
持
す
る
鄭
玄
と

は
相
違
す

る
。
『帝
王
世
紀
』
の
太
易
概
念
は
生
成
論
と

し
て
の
性
格
を
備
え
な
か
ら
、
三
氣

の
糖
稽
と
い
う
意
味
か
ら
は
本
禮
論
的
な
張

湛
注
の
方
向
に
き
わ
め
て
接
近
し
て
い
る
。

五
運
説
は
、
基
本
的
に
鄭
玄
の
生
成
論
と
合
致
し
、
漢
代
に
お
け
る
氣
の
理
論

に
よ
る
生
成
論
の
一
つ
の
完
成
品
で
あ

っ
た
。
し
か
も
四
六
文
と
い
う
時
流
に
合

っ
た
形
式
で
表
現
さ
れ
、
比
較
的
流
通
性
も
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
定
型
句
は
功
罪
爾
面
が
あ
り
、
五
運
読
で
は
、
生
成
過
程
を
も

っ
ぱ
ら
氣
の

一
元
的

・
自
律
的
畿
展
過
程
と
し
て
読
明
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
牛
面
、
『乾
盤

度
』
本
文
や
鄭
玄
注
に
見
ら
れ
た
本
騰
論
的
側
面
へ
の
言
及
は
切
り
捨
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
五
蓮
読
の
流
通
性

か
高
い
が
故
に
そ
れ
だ
け
に
こ
の
黙
を
致
命

的
訣
隔
と
見
る
人
々
が
お
り
、

皇
甫
譲
も
そ
の

一
人
だ
っ
た
の
て
あ
ろ
う
。

『帝

王
世
紀
』
の
序
論
と
も
い
う
べ
き
生
成
論
に
お
い
て
、
皇
甫
詮
は
自
己
の
世
界
観

を
明
確
に
十
全
に
傳
え
る
べ
く
五
運
読
を
改
憂
し
た
の
て
あ
る
。

皇
甫
詮
が
そ
の
生
成
論
に
お
い
て

本
豊
論
的
側
面
を
強
調

し
た
か

っ
た

こ
と

は
、
『
璽
憲
』
の
生
成
論
を
取
り
入
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
白

て
あ

る
。
本
章
の
最

初
に
掲
げ
た

『
帝
王
世
紀
』
の
條
文

の
う
ち
、
太
素
の
項
の
括
弧
で
括

っ
た

「
太

素
之
前
」
か
ら

「蓋
道
之
實
」
ま
で

の
部
分
は
、

『
璽
憲
』
を
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
し

て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
既
述
の
通
り
、
『
璽
憲
』
に
お
い
て
は
氣
と
並
ん
て

(そ
れ

以
上
に
)
道
の
働
き
を
重
覗
す
る
。

道
は
、

氣
及
び
氣
か
ら
成
る
天

・
地

・
人

・

萬
物

(有
)
に
先
立
っ
て
存
在
し
、
そ
れ
ら

を
生
み
出
し
ま
た
秩
序
づ
け
る
根
源

て
あ
る
。
そ
し
て
と
も
に
根
源
た
る
道
を
饅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
地

(自
然
)

は
萬
物
を
生
み
育
み
、

聖
人

(人
間
)
は
そ
れ
に
秩
序
を
與
え
る
の
で
あ
る
。

皇

甫
詮
は
人
間
肚
會
を
含
め
た
宇
宙
の
本
源
に
道
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
ま
さ
に
宇

宙
の
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
を
読
く
生
成
論
に
お
い
て
明
示
す

る
必
要
を
感
じ
、

『露
憲
』
を
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
に
最
も
適
う
と
考
え
た
の
で

『帝
王
世
紀
』
の
成
立
と
そ
の
意
義

あ
ろ
う
。
『
露
憲
』
の
世
界
観
が
如
何
に
よ
く

皇
甫
誰
の
世
界
観
と
合
致
し
歴
史

観
に
反
映
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
述
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
て
五
運
観
と

『璽
憲
』
と
の
結
合
は
太
素
の
語
の
共
有
に
よ
っ
て
可
能

に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
運
説
ー

『帝
王
世
紀
』
の
太
素
は
氣
が
質
を
有

す
る
こ
と
て
あ
り
、

一
方

『
璽
憲
』
の
太
素
は

「道
之
幹
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

元
氣
の
護
生
と
い
う
鮎
て
は
五
運
読
の
太
初
に
相
當
し
、
「渾
沌
不
分
」
と
い
う
貼

て
は
太
極
に
相
當
す
る
。
要
す
る
に
爾
生
成
論
は
概
念
構
造
を
異
に
し
て
お
り
、

太
素
の
語
を
共
有
す
る
か
ら
と
い
っ
て
簡
軍
に
結
合
で
き
な
い
。
そ
こ
で
皇
甫
譲

は

『
璽
憲
』
の

「太
素
始
萌
」
に

「質
」
の

一
字
を
播
入
し
て

「
太
素
質
始
萌
」

と
改
憂
し
て
太
素
の
概
念

を
首
尾

一
貫
さ
せ
、
『
璽
憲
』
の
生
成
論
を
五
蓮
読
の

中
に
組
込
ん
だ
。
こ
こ
に

『帝
王
世
紀
』
の
生
成
論
が
成
立
し
た
の
て
あ
る
。

三

太
易
-
渾
論
型
生
成
論
に
せ
よ
太
極
型
生
成
論
に
せ
よ
、
氣
の
渾
沌
た
る
賦
態

(渾
論

・
太
極
)
か
ら
や
が
て
氣
の
輕
重

・
清
濁
に
鷹
じ
て
天
と
地
と
が
形
成
さ
れ

人
を
含
む
萬
物
が
生
ま
れ
る
と
す
る
の
は
、
氣
の
理
論
に
よ
る
生
成
論
の
い
ず
れ

も

一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
間
を
記
述
し
た

『
帝
王
世
紀
』
の
條
文
は
未

磯
見
て
あ
る
が
、
そ
れ
が
五
運
設
と

『
難
憲
』
と
を
藍
本
と
す
る
か
ら
に
は
右
の

通
り
の
生
成
過
程
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
天
地
開
開
後
の

歴
史
記
述

に
目
を
韓
じ
る
こ
と
に
す
る
。
次
の
條
文
に
着
目
し
よ
う
。

自
天
地
關
設
、
人
皇
以
來
、
迄
魏
威
煕
二
年
、
几
二
百
七
十
二
代
、
積
二
百

七
十
六
萬
七
百
四
十
五
年
。

分
爲
十
紀
。

一
日
九
頭
、

至
十
目
疏
詑
。
(晴

の
曹
憲

『博
雅
昔
』
繹
天
所
引
、
王
念
孫
校
本
に
よ
る
)

天
地
開
設
し
て
自
り
、
人
皇
以
來
、
魏
の
威
煕
二
年
に
窪
る
ま
で
、
几
そ
二

百
七
十
二
代
、
積
む
こ
と
二
百
七
十
六
萬
七
百
四
十
五
年
。
分
ち
て
十
紀
と

三
七



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
四
集

爲
す
。

一
に
曰
く
九
頭
よ
り
、

十
に
曰
く
疏
詑
に
至
る
。

こ
の

『帝
王
世
紀
』

の
大
枠
を
示
す

文

の
藍
本
は
、
『廣
雅
』
糧
天
に
見
い
出
せ

る
。
す
な
わ
ち

天
地
辟
設
、
人
皇
以
來
、
至
魯
哀
公
十
有
四
年
、
積
二
百
七
十
六
萬
歳
。
分

爲
十
紀
、
日
、
九
頭

・
五
龍

・
掻
提

・
合
錐

・
蓮
通

・
序
命

・
循
輩

・
因
提

・
輝
通

・
疏
詑
。
(王
念
孫

『廣
雅
疏
謹
』
巻
九
上
に
よ
る
。)

と
言
う

「
年
紀
」
の
記
事

て
あ

る
。
魯
の
哀
公
十
四
年

(前
四
八
一
)
の
翌
年
か

ら
魏
の
威
煕
二
年

(晋
の
泰
始
元
年
、
二
六
五
)
ま
て
が
七
四
五
年
だ
か
ら
、
『
帝
王

世
紀
』
と

『
廣
雅
』
と
は
天
地
開
關
を
同
じ
時
靴
に
置
い
て
い
る
。
魯
の
哀
公
十

四
年
と
は
獲
麟
の
年
で
あ
る
。
そ
し
て
開
關
以
來
獲
麟
ま
て
を
二
七
六
萬
年
と
す

る
こ
の
年
数
は
、
察
琶
の
暦
議
の
中
て

「
元
命
苞

・
乾
盤
度
皆
以
爲
、
開
開
至
獲

麟
、
二
百
七
十
六
萬
歳
。」
(『績
漢
書
』
律
暦
志
中
)
と
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

緯
書
に
由
來
す
る
。
ま
た

『廣
雅
』

の
記
事
に
見
え
る
十
紀
設
も
緯
書
に
由
來
す

る
。
そ
し
て
緯
書

の
中
で
最
も
整
備
さ
れ
た
歴
史
膿
系
を
形
成
し
記
述
し
た
の
は

『
春
秋
命
歴
序
』
で
あ
り
、
『廣
雅
』
の
記
事
は
こ

の

『
命
歴
序
』
の
歴
史
騰
系

ハ
ね
り

を
ほ
ぼ
忠
實

に
傳
え
る
と
い
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
て

『廣
雅
』
年
紀

(『命
歴
序
』
)
の
起
貼
は

「
天
地
辟
設
、
人
皇
以
來
」

と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
最
初
の
帝

王
は
人
皇
な
の
て
あ
る
。
そ
の
人
皇
に
つ
い

て

『命
歴
序
』
は

「人
皇
九
頭
、

提
羽
蓋
乗
雲
車
、

出
賜
谷
分
九
河
。

(人
皇
九

頭
、

羽
蓋
を
提
し
て
雲
車
に
乗
り
、
陽
谷
よ
り
出
で
て
九
河
に
分
か
る
。)」
(『文
選
』
巻

十

一
『魯
璽
光
殿
賦
』
李
善
注
所
引
)
と
言
う
。
人
皇
の
麗
す

る
紀
が
九
頭
紀
な
の

ち
な

ハあ
り

は
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
九
頭
な
る
人
皇
の
特
徴
に
因
む
の
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
天
皇

・
地
皇

・
人
皇

(泰
皇
)
に
つ
い
て
は

『史
記
』

秦
始
皇
本
紀

に

「古
有
天
皇
、
有
地
皇
、
有
泰
皇
、
泰
皇
最
貴
。」
と
い
う
萌
芽
的
な
記
事
が
見

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
天
地
開
開
後
の
最
初
の
帝
王
と
し
て
設
定

三
八

な
り

し
た
の
は
緯
書
で
あ
る
。
た
と
え
ば

『河
圖
括
地
象
』
に
は

「天
地
初
立
、
有
天

皇
氏
。
澹
泊
自
然
、
與
極

(宋
元
明
三
本
作

「太
極
」)
同
道
。
身
侭
九
翼
、
以
木
徳

王
。
無
所
施
爲
、
自
然
而
化
。
(天
地
初
め
て
立
つ
る
や
、
天
皇
氏
有
り
。
澹
泊
自
然
、

太
極
と
道
を
同
じ
く
す
。
身
に
九
翼
を
楓
び
、
木
徳
を
以
て
王
た
り
。
施
爲
す
る
所
無
く
、

自
然
に
し
て
化
す
。)」
(『辮
正
論
』
巻

一
注
所
引
、
大
正
塞

=

一
〇
、

四
九
〇
頁
)
と

い
う
文
が
あ
り
、
明
瞭
に
天
皇
を
開
關
後
最
初
の
帝
王
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
人
皇
を
最
初
の
帝
王
と
す
る

『命
歴
序
』
の
設
と
食
い
違
う
。
上
述
の
通

り

『
命
歴
序
』
は
最
も
整
備
さ
れ
た
歴
史
騰
系
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら

『
史
記
』
以
來
天
皇

・
地
皇

・
人
皇
を
セ
ッ
ト
に
す
る
観
念
が

一
般
的
で
あ

っ
た

か
ら
、
『
命
歴
序
』
の
様
に
人
皇
だ
け
を
切
り
離

し
て
最
初
の
帝
王
に
据
え
る
よ

り
も
、
天
皇
を
開
開
後
最
初
の
帝
王
に
据
え
て
天
皇

・
地
皇

・
人
皇
を
蓮
ね
る
方

が
よ
り
自
然
に
感
じ
ら
れ
た
て
あ
ろ
う
。
事
實
、
後
世
の
書
に
は
次
の
様
な
記
述

が
見
ら
れ
る
。

天
地
立
、
有
天
皇
。
十
三
頭
、
號
日
天
璽
、
治
萬
八
千
歳
。
〔以
木
徳
王
。〕」

地
皇
十

一
頭
、

治
萬
八
千
歳
。
」
人
皇
九
頭
、

兄
弟
各
三
百
歳
、
依
山
川
土

地
之
勢
、
財
度
爲
九
州
、
各
居
其

一
方
、
因
是
而
匿
別
。
(『藝
文
類
聚
』
巻
十

一
所
引
に
よ
る
。
括
弧
内
は

『太
李
御
覧
』
巷
七
十
八
所
引
に
よ
っ
て
補
っ
た
。)

天
地
立
ち
て
、
天
皇
有
り
。
十
三
頭
、
號
し
て
天
竪
と
日
ふ
、
治
む
る
こ
と

寓
八
千
歳
、
木
徳
を
以
て
王
た
り
。
地
皇
十

一
頭
、
治
む

る

こ
と
萬
八
千

歳
。
人
皇
九
頭
、
兄
弟
各
を
の
三
百
歳
、
山
川
土
地
の
勢
に
依
り
て
、
財
度

し
て
九
州
と
爲
し
、

各
を
の
其
の

一
方
に
居
る
、

是
れ
因
り

し
て
厘
別
あ

り
。

こ
れ
は
類
書
に
探
録
さ
れ
た
項
峻

『
始
學
篇
』
の
條
文
を
貼
綴

し
た
も

の
で
あ

る
。

一
見
し
て
明

ら
か

な
様
に
、
こ
の
記
事
は

『
命
歴
序
』
の
読

(人
皇
九
頭
)

を
基
礎
に
し
て
、
天
皇
と
地
皇
と
を
加
上
し
て
い
る
。
同
様
の
記
事
は

『三
五
暦



紀
』
や

『
洞
紀
』
に
も

見
え

る
。
『始
學
篇
』
は

『晴
書
』
脛
籍
志
経
部
小
學
類

に

「始
學
十
二
巻
。
呉
郎
中
項
峻
撰
。」
と
著
録
さ
れ

る
識
字
書
で
あ
り
、
記
述

内
容
は
常
識
の
範
園
内
で
あ

ろ
う

か
ら
、
こ
の
記
事
は
當
時

(三
國
時
代
)
の

一

般
的
な
認
識
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『帝
王
世
紀
』
も

こ

の
認
識
を
共
有

し
て
い
た
こ
と
は
、

「天
地
開
聞
、

有
天
皇
氏

・
地
皇
氏

・
人
皇
氏
。

或
冬
穴
夏

集
、
或
食
鳥
獣
之
肉
。
(天
地
開
關
す
る
や
、
天
皇
氏
・
地
皇
氏

・
人
皇
氏
有
り
。
或
い

は
多
穴
夏
集
し
、
或
い
は
鳥
獣
の
肉
を
食
す
。)」
(『北
堂
書
紗
』
巻

一
百
五
十
八
所
引
「帝

王
世
説
」)
と
言
う
侠
文
か
ら
窺
え
る
。
な
お

「或
冬
穴
夏
集
、
或
食
鳥
獣
之
肉
」

と
は

『
禮
記
』
禮
運
に
典
擦
を
持

つ
、
上
古
の
い
ま
だ
家
屋
や
火
化
の
な
い
時
代

を
形
容
す
る
表
現
て
あ
る
。

『
命
歴
序
』
を
代
表
と
す
る
緯
書
の
形
成
し
た
歴
史
醤
系
は
東
漢
以
降
の
知
識

人
に

一
定
の
影
響
を
與
え
た
。
と
く
に
開
開
以
來
獲
麟
ま
て
を
二
七
六
萬
年
と
す

る
年
敷
は
概
ね
承
認
さ
れ
、
暦
學
や
杜
會
に
お
け
る
共
有

の
知
識
と
な

っ
た
。
皇

甫
譲
も
こ
の
時
間
的
枠
組
み
を
承
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
皇
甫
詫
は
天
皇

.
地
皇

・
人
皇
が
天
地
開
關
後
現
れ
た
と

述
べ
る
。

こ
れ
も
當
時

(魏
奮
)
の
通
競
を
承

け
入
れ
た
結
果
で
あ
る
。
し

か
し

な
が

ら
、
緯
書
や
そ
の
流
れ
を
汲
む

『
始
學

篇
』
な
ど
と
大
き
く
相
違
し
て
、
現
存
す
る

『
帝
王
世
紀
』
の
侠
文
に
見
え
る
人

帝
と
し
て
の
天
皇

・
地
皇

・
人
皇

に
樹
す
る
言
及
は
右

の
一
文
の
み
で
あ
り
、
し

か
も
そ
こ
で
は
未
開
性
が
述
べ
ら
れ
る
ば
か
り
で
緯
書
の
読
く
様
な
彼
ら
の
偉
大

ハお
ヒ

さ
は
あ
ま
り
讃
み
取
れ
な
い
。

こ
れ
は
開
係
條
文
の
亡
侠
と
い
っ
た
丈
獄
學
的
問

題
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
皇
甫
誼
の
歴
史
観
に
起
因
す
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
あ
ら

か
じ
め
結
論
を
言
え
ぱ
、
『帝
王
世
紀
』

に
お
け
る
眞
正
な
意
味

で

の
歴
史
は
伏

義
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
時
代
の
帝
王
た
ち
に
野
す
る
評
債
は
相

封
的
に
低
く
、
そ
れ
ゆ
え
記
述
も

必
要
最
小
限
に
留
め
ら
れ
て
い
る
の
て
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
緯
書
の
知
識
が
學
界
を
蔽
う
前
に
猫
自
の
歴
史
髄
系
を
構
築
し
た

『帝
王
世
紀
』
の
成
立
と
そ
の
意
義

文
献
が
あ
る
。
そ
れ
は
劉
散
の
『世
輕
』
(『漢
書
』
律
暦
志
下
所
牧
)
で
あ
る
。
『世

経
』
は
年
代
的
に

『
史
記
』
と
緯
書
と
の
間
に
位
置
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
漢
代

に
お
け
る
歴
史
理
論
の
展
開
を
検
討
す
る
上
で
も
注
目
に
値
す
る
重
要
な
文
獣
て

ハ
め
り

あ
る
。
『世
輕
』
は
ま
ず
伏
義
に
つ
い
て
次
の
様
に
言
う
。

太
昊
帝
。
易
日
、
炮
犠
氏
之
王
天
下
也
。
言
炮
犠
縫
天
而
王
、
爲
百
王
先
、

首
徳
始
於
木
、
故
爲
帝
太
昊
。

太
昊
帝
。
易

(繋
辞
下
傳
)
に
曰
く
、
炮
犠
氏
の
天
下
に
王

た
る
や

と
。
言

ふ
こ
こ
ろ
は
炮
犠
天
を
縫
い
で
王
た
り
、
百
王
の
先
と
爲
り
首
徳
木
よ
り
始

ま
る
、
故
に
帝
太
昊
爲
り
。

伏
義
を
縫
ぐ
帝
王
は
火
徳
の
神
農
で
あ
る
。
次
は
土
徳
の
黄
帝
、
そ
し
て
黄
帝
を

縫
ぐ
の
は

『
史
記
』
で
は
頭
韻
て
あ

っ
た
が
、

『世
経
』
で
は
少
昊
で
あ
り
、

預

纈
は
少
昊
を
縫
ぐ
と
さ
れ

て

い
る
。
こ
こ
で

『世
経
』
の
正
統
帝
王

・
王
朝
の

系
譜
を
示

せ
ば
、

「伏
義

(木
)1
紳
農

(火
)1
黄
帝

(土
)!
少
昊

(金
)ー
預
韻

(水
)ー
帝
讐

(木
)1
発

(火
)1
舜

(土
)
ー
萬

・
夏

(金
)ー
湯

・
股
商

(水
)
ー
武

王

・
周

(木
)ー
漢

(火
)」
と
な
る
。

さ
て

『
世
経
』
の
重
要
な
特
徴
は
三
貼
あ
る
。
第

一
は
五
行
相
生
読
を
歴
史
理

論
に
導
入
し
た
こ
と
。
第
二
は
そ
の
帝
王
の
系
譜
に
少
昊
を
加
え
た
こ
と
。
そ
し

て
第
三
に
は
伏
義
を
天
を
縫
い
て
王
と
な

っ
た
百
王
の
さ
き
が
け
で
あ
る
と
明
言

ハ
レ
ソ

し
た
こ
と
て
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
五
行
説
を
王
朝
交
替
の
設
明
原
理
と
し
た
創

始
者
は
郷
術
で
あ
る
。
も

っ
と
も
そ
れ
は
相
克
醗
で
あ

っ
た
。
西
漢
牛
ば
か
ら
主

流
と
な
っ
た
の
は
相
生
読
で
あ
り
、
劉
向

・
劉
獣
が
そ
の
主
唱
者
と
見
倣
さ
れ
て

い
た
こ
と
は

『漢
書
』
郊
祀
志
貧
が
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
こ
ろ

『
左
傳
』

(昭
公
十
七
年
)

の
記
事
を
契
機
に
、
少
昊
は

『
呂
氏
春
秋
』
や

『
禮
記
』
月
令
に

お
け
る
秋
の
帝
と
し
て
で
だ
け
で
な
く
、
現
實
に
黄
帝
と
預
纈
と
の
間
に
存
在
し

た
人
帝
と
し
て
も

一
般
に
認
知
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
。
『
左
傳
』
を
含
む
古
文
輕
を

三
九



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
四
集

熱
心
に
推
奨
し
た
の
は
他
な
ら
な
い
劉
散
で
あ
る
。
こ
こ
に
少
昊
を
折
り
込
ん
完

斬
新
な
古
史
盟
系

『世
輕
』
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

『世
脛
』
に
示
さ
れ
た
伏
義
以
下
の
帝
王
の
系
譜
と
五
行
配
當
と
は
、
東
漢
以

降
の
歴
史
腔
系
に
共
通
す
る
基
本
的
な
枠
組
み
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
緯

書
の
影
響
を
こ
う
む

っ
て
以
後
の
歴
史
鶴
系
は
、
開
關
以
來
獲
麟
ま
て
を
二
七
六

萬
年
と
す
る
長
大
な
年
激
に
封
鷹
し
て
著
し
く
撞
張
さ
れ
た
。
鄭
玄
の
『六
藝
論
』

に
も
束
漢
の
擬
張
さ
れ
た
歴
史
醗
系
を
窺
わ
せ
る
次
の
様
な
箇
所
が
あ
る
。

塗
皇
之
後
、
歴
六
紀
九
十

一
代
、
至
伏
犠
始
作
十
言
之
教
。
(『禮
記
』
大
題
正

義
所
引
、
+
言
原
作
士

一言
、
段
玉
裁
の
校
勘
に
從
う
。)」
太
昊
帝
庖

犠
氏
、
姓

風
、
蛇
身
人
首
、
有
聖
徳
。
燧
人
残
磨
義
皇
生
。
其
世
有
五
十
九
姓
。
義
皇

始
序
制
、
作
法
度
。
皆
以
木
徳
王
也
。

:
…
在
位
合

一
萬

一
千

一
十
二
年
。

災
帝
神
農
氏
、
姓
姜
、
人
身
牛
首
。
有
火
瑞
、
部
以
火
徳
王
。
有
七
世
、
合

五
百
年
也
。
」
軒
皇

(黄
帝
)
姓
公
孫
、

…
…
以
土
徳
王
天
下
。
有
十
二
姓
、

几
十
三
世
、
合
治

一
千
七
十
二
年
。
(『辮
正
論
』
巻
一
注
所
引
)

『
六
藝
論
』
で
は

『世
経
』
に
較
べ
て
伏
義
の
前
に
無
敷

の
帝
王
か
加
上
さ
れ
、

各
帝
王
も

一
代
限
り
て
な
く
王
朝
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
王
朝
化
す
る
の
は

『命
歴
序
』
に
基
づ
い
て
い
る
。

『禮
記
』

祭
法
正
義
所
引
の

『春
秋
命
歴
序
』

に
よ
れ
ば
、
炎
帝
は

「傳
八
世
、

合
五
百
二
十
歳
」、

黄
帝
は

「傳
十
世
、
二
千

五
百
二
十
歳
」、
少
昊
は

「
傳
八
世
、
五
百
歳
」
、
預
纈
は

「傳
二
十
世
、
三
百
五

十
歳
」
、

帝
轡
は

「傳
十
世
、

四
百
歳
」
て
あ
る
と
言
う
。
傳
世

・
年
激
に
い
さ

さ
か
の
相
違
が
あ
る
に
せ
よ
、
鄭
玄
か
十
紀
設
を
含
め
た

『命
歴
序
』
の
歴
史
膿

系
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
て
あ

る
。
そ
し
て
自
己
の
経
學

・
経
書
観
を
披

涯
し
た
書
た
る

『六
藝
論
』
に
右
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
鄭
玄
は
緯
書
的
歴

史
盟
系
の
正
當
性
を
確
信
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

さ
て
三
國
蜀
の
誰
周

『
古
史
考
』
に
な
る
と
さ
ら
に
長
大
な
帝
王
の
系
譜
が
見

四
〇

ら
れ
る
。
有
聖
人
、
以
火
徳
王
、
・:
・・號
日
燧
人
、
次
有
三
姓
、
乃
至
伏
犠
。
(『禮
記
』

大
題
正
義
所
引
)」
講
周
以
爲
、
伏
犠
以
次
有
三
姓
、
始
至
女
鍋
、
女
鍋
之
後

五
十
姓
至
紳
農
、

紳
農
至
炎
帝

一
百
三
十
三
姓
。
」
諜
周
以
帥
農

・
炎
帝
爲

別
人
、

又
以
紳
農
爲
木
徳
、
女
蝸
爲
水
徳
。
(以
上

『禮
記
』
曲
禮
上
正
義
)」

炎
帝
之
後
凡
八
代
五
百
鯨
年
、
軒
韓
氏
代
之
。
(『補
三
皇
紀
』
索
隠
所
引
)

聖
人
有
り
、
火
徳
を
以
て
王
た
り
、
…
・・
號
し
て
燧
人
と
目
ふ
、
次
に
三
姓

お
も

へ

有
り
て
、
乃
ち
伏
犠
に
至
る
。」
詐
周
以
爲
ら
く
、
伏
犠
次
を

以
て
三
姓
有

り
、
始
め
て
女
蝸
に
至
り
、
女
蝸
の
後
五
十
姓
に
し
て
紳
農
に
至
り
、
紳
農

よ
り
炎
帝
に
至
る
ま
で

一
百
三
十
三
姓
あ
り
と
。
」
誰
周
紳
農

・
炎
帝
を
以

て
別
人
と
爲
す
、

又
聯
農
を
以
て
木
徳
と
爲
し
、

女
蝸
を
水
徳
と
爲
す
。」

炎
帝
の
後
几
そ
八
代
五
百
鯨
年
、
軒
頼
氏
之
に
代
る
。

『
古
史
考
』
の
特
徴
は
、
帝
王
毎
に
五
行
の
徳
を
更
新
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

聯
農
と
炎
帝
と
を
別
人
と
し
、
各
帝
王
問
は
世
て
な
く
姓
で
結
ば
れ
る
。
世
が
帝

王

一
代
を
示
す
と
す
れ
ば
、
姓
は
王
朝
て
あ
り
、
よ
り
長
大
な
年
敷
が
想
定
で
き

華
鄭
玄
に
せ
よ
誰
周
に
せ
よ

『世
経
』

に
較
ぺ
て
遙
か
に
複
雑
な
系
譜
を
提
示
し

た
の
は
、
開
關
以
來
獲
麟
ま
て
の
年
激
を
二
七
六
萬
年
と
す
る
東
漢
以
來
の

一
般

認
識
を
前
提
と
し
て
い
た
か
ら
て
あ
る
。
皇
甫
説
も
こ
の
年
数
に
依
擦
し
て
い
た

こ
と
は
上
述
の
通
り
て
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
観
に
お
い
て
は

『
帝
王
世

紀
』
は
束
漢

一
代
を
素
通
り
し
て
む
し
ろ

『世
経
』
に
直
接
繋
が
る
。
以
下
そ
の

こ
と
を
槍
討
し
よ
う
。

大
陣
帝
庖
犠
氏
、
風
姓
也
。
母
日
華
脊
、
塗
人
之
世
、
有
大
人
之
述
、
出
於

雷
澤
之
中
。
華
脊
履
之
、
生
庖
犠
於
成
紀
。

蛇
身
人
首
、

有
聖
徳
。
〔燧
人

氏
没
、

庖
犠
代
之
。

縫
天
而
王
、
首
徳
於
木
、〕
爲
百
王
先
。
帝
出
於
震
。



未
有
所
因
、
故
位
在
東
圭
春
。

象
日
之
明
、

是
以
樗
大
陣
。
(『禮
記
』
月
令

正
義
所
引
。
括
弧
内
は

『初
學
記
』
雀
九
所
引
に
よ
っ
て
補

っ
た
。)

大
埠
帝
庖
犠
氏
、
風
姓
な
り
。

母
を
華
膏
と
日
ふ
。
途
人
の
世
、
大
人
の
迩

有
り
、
雷
澤
の
中
に
出
づ
。
華
青
之
を
履
み
、
庖
犠
を
成
紀
に
生
む
。
蛇
身

人
首
、
聖
徳
有
り
。
燧
人
氏
の
疫
す
る
や
、
庖
犠
之
に
代
る
。
天
を
縫
い
て

は
じ

王
た
り
、
徳
を
木
よ
り
首
め
、

百
王
の
先
と
爲
る
。
帝
は
震
に
出
づ
。
未
だ

因
る
所
有
ら
ず
、
故
に
位
は
東

に
在
り
て
春
を
主
る
。
目
の
明
に
象
り
、
是

を
以
て
大
陣
と
繕
す
。

『
帝
王
世
紀
』
は
開
關
後
に
天
皇

・
地
皇

・
人
皇
が
現
れ
た
と
記
し
て
い
た
。
こ

こ
で
は
さ
ら
に
燧
人
の
存
在
を
記
す
。
燧
人
氏
が
疫
し
た
後
に
伏
義
が
王
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
伏
義
は

「百
王
先
」
つ
ま
り
最
初
の
帝
王
な
の
て
あ

る
。
こ
の
観
念
は
明
白
に
劉
向

・
劉
敵
に
由
來
し
て
い
る
。
劉
散
ら
は
自
ら
の
依

猿
す
る
正
統
的
な
知
識

(『易
』

『左
傳
』
)
に
よ

っ
て
最
古

の
帝
王
を
伏
義
と
認

定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
皇
甫
譲
の
時
代
の
歴
史
の
知
識
は
緯
書
に
よ
っ
て
飛

躍
的
に
増
大
し
て
お
り
、
伏
義
の
前

に
は
無
敷
の
帝
王
が
加
上
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
で
も
な
お
伏
義
を
最
初
の
帝
王
と
圭
張
す
る
か
ら
に
は
、
自
ず
か
ら
劉
敵
ら
と

は
別
の
根
擦
が
無
く
て
は
な
ら
な
い
。

『
帝
王
世
紀
』

に
お
け
る
そ
れ
は
感
生
帝

読
で
あ
る
。

感
生
帝
読
と
は
、
股
や
周
の
始
祀

の
出
生
に
ま
つ
わ
る
そ
れ
ら
し
い
記
述
が
す

で
に

『詩
』
に
見
え
、
『
史
記
』
を
経
て
緯
書

(識
緯
)
思
想
に
至

っ
て
整
備
さ
れ

た
観
念
で
あ
る
。
帝
王
の
先
租
や
帝
王
は
皆
、
そ
の
母
が
天
の
太
微
五
帝
の
精
に

ハ
お
り

感
じ
て
生
ま
れ
る
と
い
う
の
が
そ
の
原
理
で
あ
る
。
そ
し
て

『
帯
王
世
紀
』
は
全

面
的
に
感
生
帝
説
を
そ
の
歴
史
観
に
導
入
し
た
。
お
よ
そ
文
献
に
確
認
さ
れ
る
限

り
感
生
帝
説
を
有
す
る
最
古
の
帝
王
は
伏
義
て
あ
る
。
そ
の
意
味
て
伏
義
は

「縫

天
而
王
」
す
な
わ
ち
大
人
の
跡

(天
帝
の
精
)
に
よ
っ
て
感
生
し
た
、
天

(帝
)
の

『帝
王
世
紀
』
の
成
立
と
そ
の
意
義

地
上
に
お
け
る
縫
承
者
と
し
て
最
初
の
帝
王
な
の

で
あ

る
。
『帝
王
世
紀
』
は
、

劉
敵
の
伏
義
11
最
古
の
帝
王
と
い
う
観
念
を
伏
義
11
最
初
の
感
生
帝
と
い
う
観
念

に
憂
換
し
、
そ
の
上
で
劉
向

・
劉
敵
の
付
與
し
た
伏
義
の

「首
徳
於
木
、
爲
百
王

先
。
」
「帝
出
於
震
、

未
有
所
因
、

故
位
在
東
主
春
。
」
す
な
わ
ち
五
行

・
正
統
王

位

・
方
位

・
四
時
す
ぺ
て
の
端
緒
を
謹
現
す
る
麗
性
を
そ
の
ま
ま
綴
承
し
て
、
伏

義

の
突
出
し
た
地
位
を
再
確
認
す
る
。

さ
て
、
『
帝
王
世
紀
』
に
お
い
て
感
生
帝
説

と
五
行
相
生
競
と
は
不
可
分
に
結

合
し
て
そ
の
歴
史
観
の
主
柱
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
伏
義
以
降
の
帝
王
の
條
文

を
概
観
す
れ
ば
直
ち
に
了
解
さ
れ
る
。

女
蝸
氏
、
亦
風
姓
也
。
承
庖
犠
制
度
、
亦
蛇
身
人
首
。

一
號
女
希
、
是
爲
女

皇
。
(『初
學
記
』
巻
九
所
引
)」
包
犠
氏
疫
、
女
蝸
氏
代
立
、
爲
女
皇
、
亦
風
姓

也
。
女
蝸
氏
没
、
次
有
大
庭
氏

・
柏
黄
氏

・
中
央
氏

・
栗
陸
氏

・
騒
連
氏

・

赫
膏
氏

・
尊
盧
氏

・
混
沌
氏

・
陣
英
氏

・
有
榮
氏

・
朱
裏
氏

・
葛
天
氏

・
陰

康
氏

・
光
懊
氏
。
几
十
五
世
、
皆
習

(『初
學
記
』
巻
九
所
引
作
襲
)
包
犠
氏
之

號
也
。
(『周
易
』
繋
僻
下
傳
正
義
所
引
)

女
蝸
氏
、

亦
風
姓
な
り
。
庖
犠
の
制
度
を

承
け
、
亦
蛇
身
人
首
。

一
號
女

希
、
是
れ
女
皇
爲
り
。」
包
犠
氏
の
没
す
る
や
、

女
蝸
氏
代
り
立
つ
、

女
皇

爲
り
、
亦
風
姓
な
り
。
女
蝸
氏
の
没
す
る
や
、
次
に
大
庭
氏

・
柏
黄
氏

・
中

央
氏

・
栗
陸
氏

・
麗
連
氏

・
赫
得
氏

・
奪
盧
氏

・
混
沌
氏

・
陣
英
氏

・
有
集

氏

・
朱
裏
氏

・
葛
天
氏

・
陰
康
氏

・
元
懐
氏
有
り
。
几
そ
十
五
世
、
皆
包
犠

つ

氏
の
號
を
習
ぐ
な
り
。

伏
義
を
縫
い
だ
の
は
女
鍋
で
あ
る
。
こ
れ
は
誰
周
の
系
譜
と
も
揆
を

一
に
し
て
い

る
。
し
か
し
諜
周
が
女
蝸
は
伏
義
か
ら
三
姓
隔
て
て
水
徳
を
有
す
る
と
言
う
の
と

は
大
き
く
相
違
し
、

『帝
王
世
紀
』

の
女
蝸
は
伏
義

の
制
度
を
縫
承
し
た
帝
王
で

あ
り
、
大
庭
氏
以
下
の
賭
王
と
と
も
に
伏
義
の
號
を
襲
ぐ
、

い
わ
ば
伏
義
王
朝
の

四

一



日
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四
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四
集

一
員
に
過
ぎ
な
い
。
伏
義
王
朝
の
五
行
配
當
は

一
律
に
木
徳
で
あ
ろ
う
。
五
行
の

徳
か
轄
換
す
る
に
は
天
帝
の
關
與
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

紳
農
氏
、
姜
姓
也
。
母
日
妊
姐
、
有
喬
氏
之
女
、
名
女
登
。
遊
於
華
陽
、
有

紳
龍
首
、
感
女
登
於
爾
羊
、
生
炎
帝
。
人
身
牛
首
、
長
於
姜
水
、
有
聖
徳
。

以
火
承
木
、
位
在
南
方
主
夏
、
故
謂
之
炎
帝
。
都
於
陳
、
在
位
百
二
十
年
而

崩
。
至
楡
岡
、
几
八
世
、
合
五
百
三
十
年
。
(『初
學
記
』
巻
九
所
引
)

黄
帝
、
少
典
之
子
、
姫
姓
也
。
母
日
附
賓
、
見
大
電
光
続
北
斗
橿
星
照
野
、

感
附
賓
而
生
黄
帝
於
壽
丘
。
龍
顔
、
有
聖
徳
。

…
以
土
徳
王
。
在
位
百
年

而
崩
、
年
百

一
十
歳
。
(同
上
)

紳
農
は
感
生
帝
て
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
聖
徳
を
有
し
、
新
た
な
五
行
の
徳
て
あ

る
火
徳
を
得
た
の
て
あ
る
。
黄
帝
も
同
じ
で
、
感
生
帝
で
あ
る
か
ら
正
統
性
を
有

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て

『
帝
王
世
紀
』
に
お
い
て
黄
帝
を
縫
ぐ
も
の
は
少
昊

(金
徳
)
で
あ
る
。
皇
甫
譲
は
少
昊
を
黄
帝
の
子
だ
と
す
る
。
少
昊
の
次
は
預
纈

(水
徳
)、
黄
帝
の
孫
て
あ
る
。
次
は
帝
響

(木
徳
)、

少
昊
の
孫
で
あ
る
。
黄
帝

・

少
昊

・
項
瀬

・
帝
蟹
は
そ
れ
ぞ
れ

一
代
て
あ
り
、

『命
歴
序
』

や
鄭
玄
の
読
く
よ

う
な
長
大
な
世
数
を

『帝
王
世
紀
』

は
採

ら
な

い
。
帝
署
の
後

は
長
子
摯
が
縫

ぐ
。
し
か
し
摯
に
徳
な
く
、
異
母
弟
尭

(火
徳
)
が
帝
位

に
即
く
。

発
が
帝
位
を

韓
譲
し
た
舜

(土
徳
)
は
預
纈

の
子
孫

て
あ

る
。
以
上
の
五
行
の
徳
を
有
す
る
帝

王
た
ち
は
み
な
感
生
帝
で
あ
る
。
『
世
輕
』
の
確
立

し
た
五
行
相
生
に
よ
る
帝
王

の
系
譜
は
緯
書
思
想
の
洗
禮
を
う
け

た
後
、
『帝
王
世
紀
』
に
お

い
て
感
生
帝
の

系
譜
と
し
て
再
生
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

『帝
王
世
紀
』

の
伏
義
か
ら
舜
に
至

る
感
生
帝
は
と
り
も
な
お
さ
ず
三
皇

五
帝
な
の
て
あ
る
。
す
な
わ
ち

『史
記
』
五

帝
本
紀
索
隠

・
正
義
に

よ
れ

ば
、

孔
安
國

『
尚
書
序
』
・
『帝
王
世
紀
』
・
孫
氏
注

『世
本
』
は
、
伏
義

・
紳
農

・
黄
帝
を
三
皇
と
し
、
少
昊

・
預
纈

・
帝
讐

・
尭

・

舜
を
五
帝
と
す
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
孔
安
國

『尚
書
序
』
は
東
脅
以
後
に
晩
出

四
二

し
た
所
謂

『
備
古
文
術
書
』
偲
孔
傳
の
序
で
あ
り
、
孫
氏
注

『
世
本
』
は
書
目
不

載
で
年
代
不
明
、

つ
ま
り
こ
の
読
は

『帝
王
世
紀
』

に
初
見
さ
れ
る
の
て
あ
る
。

そ
も
そ
も

「
三
皇
五
帝
」
の
語
は
夙
に
『
周
禮
』

(春
官
外
史
)
や

『呂
氏
春
秋
』

(禁
塞
篇
な
ど
)
に
見
え
る
。

そ
の
構
成
に
つ
い
て
具
騰
的
な
議
論
が
行
わ
れ
た
の

は
、
漢
代
に
お
い
て
て
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
皇
の
構
成
は
つ
い
に
定
論

を
見
な
か

っ
た
。
東
漢
の
慮
勧

『風
俗
通
』
皇
覇
篇
に
よ
れ
ば
、
『
春
秋
蓮
斗
椹
』

は
伏
義

・
女
蝸

・
神
農
と
し
、
『禮
號
誰
記
』
は
伏
義

・
祝
融

・
紳
農
と
し
、
『含

文
嘉
』
・
『尚
書
大
傳
』
は
燧
人

・
伏
義

・
紳
農
と
す
る
と
言
う
。
漢
魏
の
學
者
の

中
て
は
、
磨
勧
は
最
後
の
説
に
與
し
、
ま
た
鄭
玄
は
伏
義

・
女
蝸

・
疎
農
と
す
る

設
を
操
り
、
宋
均
や
誤
周
は
燧
人

・
伏
義

・
紳
農
設
で
あ

っ
た
と
言
う
。
(『禮
記
』

禮
運
正
義
)
伏
義
と
紳
農
と
は
三
皇
の
成
員
と

し

て
不
動
で
あ
る
が
、
残
る

一
員

に
誰
を
入
れ
る
の
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
の
債
値
観
に
よ
っ
て
異
な
る
。

一
方
、
五
帝
の
椿
成
は

『史
記
』
五
帝
本
紀
正
義
に

「太
史
公
依
世
本

・
大
戴

禮
、
以
黄
帝

・
預
顯

・
帝
轡

・
唐
尭

・
虞
舜
爲
五
帝
。
礁
周

・
慮
勧

・
宋
均
皆

同
。」
と
あ
る
通
り
、
『史
記
』
の
説
が
ほ
ぼ
定
論
と
な
っ
て
い
た
。
注
目
す
ぺ
き

は
、

『史
記
』
は
と
も
か
く

『世
継
』
以
來
、

黄
帝
と
預
纈
と
の
間
に
少
昊
を
括

入
す
る
歴
史
匿
系
が
確
立
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
三
皇
五
帝
論
て
は
依
然
と
し

て
少
昊
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
皇
五
帝
論
と
は
軍
に
帝
王
の
系

譜
を
た
ど
る
こ
と
で
は
な
く
、
い
わ
ば
論
者
の
債
値
観
に
よ
っ
て
顯
彰
さ
れ
た
帝

王
の
ラ
ソ
キ
ソ
グ
な
の
て
あ
り
、
そ
の
評
便
基
準
は
や
や
保
守
的
な
傾
向
に
あ
る

と
言
え
よ
う
。
こ
の
鮎
で
興
味
深
い
の
は
鄭
玄
の
読
て
あ
る
。

鄭
注
中
候
救
省
圖
、
以
伏
犠

・
女
蝸

・
紳
農
爲
三
皇
、
以
軒
韓

・
少
昊

・
高

陽

・
高
辛

・
陶
唐

・
有
虞
六
代
爲
五
帝
。
徳
合
北
辰
者
皆
構
皇
、
蒋
五
帝
座

星
者
皆
構
帝
、
故
三
皇
三
而
五
帝
六
也
。

(『毛
詩
譜
序
』
正
義
)

鄭

(玄
)
(爾
書
)
中
候
敷
省
圖
に
注
す
る
や
、

伏
犠

・
女
蝸

・
聯
農
を
以
て



三
皇
と
爲
し
、
軒
韓

・
少
昊

・
高
陽

・
高
辛

・
陶
唐

・
有
虞
の
六
代
を
以
て

五
帝
と
爲
す
。
徳
北
辰
に
合
す
る
者
は
皆
皇
と
構
し
、
五
帝
座
星
に
感
ず
る

者
は
皆
帝
と
繕
す
、
故
に
三
皇

は
三
に
し
て
五
帝
は
六
な
り
。

鄭
玄
は

『史
記
』
の
五
人
の
五
帝
に
少
昊
を
加
え
て
六
人
五
帝
設
を
聡
え
る
。
そ

の
論
披
は

「感
五
帝
座
星
者
皆
欝
帝
」、
五
帝
座
星

と
は
太
微
五
帝
の
こ
と
だ
か

ら
、
こ
れ
は
感
生
帝
説
に
他
な
ら
な

い
。
鄭
玄
は
感
生
帝
説
の
理
論
に
よ
っ
て
初

め
て
少
昊
を
三
皇
五
帝
論
に
導
入
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
の
て
あ
る
。
も

っ
と
も

鄭
玄
の
三
皇
五
帝
論
は
三
皇
と
五
帝
と
で
評
償
基
準
が
異
な
る
。
三
皇
は
徳
の
北

辰
に
合
す
る
こ
と
が
條
件
な
の
て
あ
り
、
感
生
帝
て
あ
る
こ
と
だ
け
が
條
件
の
五

帝
よ
り
も
上
位
の
存
在
な
の
て
あ
る
。
た
だ
し
鄭
玄
は
三
皇
の
一
員
に
女
蝸
を
激

え
る
が
、
自
ら

「
鄭
玄
云
、
女
蝸
修
伏
犠
之
道
、
無
改
作
。」
(『爾
書
序
』
正
義
)

と
言
う
の
て
あ
れ
ば
、
緯
書

(『春
秋
運
斗
橿
』)
の
槽
威
以
外
に
女
蝸
を
三
皇
と
す

べ
き
積
極
的
な
根
披
は
な
い
。
要
す
る
に
鄭
玄
の
三
皇
五
帝
論
は
、
感
生
帝
観
に

よ

っ
て
少
昊
を
五
帝
の

一
員
に
含
め
た
貼
て
劃
期
的
で
あ

っ
た
が
、
三
皇
に
つ
い

て
は
全
く
從
來
か
ら
の
読
を
踏
襲
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
て
あ
る
。

『帝
王
世
紀
』

に
は
、
感
生
帝
て
あ
り

(そ
れ
ゆ
え
に
)
新
た
な
る
五
行
の
徳
を

付
與
さ
れ
た
帝
王
の
系
譜
が
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
伏
義

・
紳
農

・
黄
帝

・
少
昊

・
預
纈

・
帝
馨

・
発

・
舜
と
い
う
系
譜
て
あ
る
。
皇
甫
諦
の
認
識
て
は
、
こ
れ
ら

の
帝
王
は
天

(天
帝
)
と
直
接
結
び
つ
い
て
お
り
、
他

の
諸
王
と
は
全
く
異
な
る

懸
絶
し
た
存
在
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
帝
王
に
正
統
性
を
認
知
し
た
行
爲
自
瞳

が
、
皇
甫
譲

の
歴
代

の
帝
王

に
封
す

る
ラ
ソ
キ
ソ
グ
に
他
な
ら
な

い
。
感
生
帝

説

・
五
行
相
生
読
に
基
づ
く
詳
債
基
準
以
外
に
、
あ
ら
た
め
て
三
皇
五
帝
論
の
た

め
の
別
の
理
論
を
求
め
る
必
要
を
皇
甫
譲
は
感
じ
な
か
っ
た
。
す
で
に
確
立
し
た

正
統
な
る
帝
王
の
系
譜
を
伏
義
か
ら
順
に
三
皇
五
帝
の
枠
組
み
に
配
當
し
て
、
こ

こ
に
革
新
的
な

『
帝
王
世
紀
』
の
三
皇
五
帝
読
が
成
立
し
た
の
て
あ
る
。

『帝
王
世
紀
』
の
成
立
と
そ
の
意
義

四

緯
書
は
漢
代
の
脛
學
に
臓
大
な
知
識
を
供
給
し
た
。
そ
し
て
緯
書
に
批
剣
の
眼

を
向
け
る
學
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た

一
方
て
、
緯
書
に
由
來
す
る
知
識
は
確

實
に
東
漢
以
降
の
肚
會
に
浸
透
し
た
。
本
論
考
の
主
題
と
し
た
生
成
論
や
歴
史
髄

系
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
整
備

・
撞
充
に
緯
書
及
び
緯
書
に
由
來
す
る
知
識
の

果
た
し
た
役
割
は
き
わ

め
て
大
き
か

っ
た
と
言
え
る
。
生
成
論
に
お
い
て
は
、

『鉤
命
決
』
の
五
運
説
の
出
現
に
よ
っ
て
、
漢
代
の
氣
の
理
論
に
よ
る
生
成
論
の

展
開
は
完
結
し
た
の
て
あ
る
。
ま
た
歴
史
豊
系
の
形
成
に
お
い
て
も
、
『命
歴
序
』

を
代
表
と
す
る
緯
書
の
及
ぼ
し
た
影
響
は
深
刻
て
あ

っ
た
。

と
く
に
天
地
開
開

か
ら
獲
麟
ま
て
を
二
七
六
萬
年
と
す
る
年
敏
は
廣
く
普
及
し
た
。
ま
た
劉
款
が
正

統
的
な
知
識

(脛
書
)
に
依
擦
し
て
最
初
の
帝
王
と
認
定
し
た
伏
義
の
前
に
、
緯

書
は
無
敷
の
帝
王
を
加
上
し
、
最
初
の
帝
王
に
天
皇
や
人
皇
を
當
て
る
。
さ
ら
に

伏
義
以
降
の
各
帝
王
も

一
代
限
り
で
な
く
そ
の
後
に
多
く
の
世
敏
を
重
ね
る
王
朝

の
開
租
と
さ
れ
た
。
魏
晋
の
古
史
研
究
の
書
も
こ
れ
ら
の
知
識
を
受
容
し
、
博
識

を
競

っ
た
。

『
帝
王
世
紀
』
も
例
外
て
は
な
く
、

緯
書
に
由
來
す
る
知
識
を
多
く

受
容
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
皇
甫
詮
に
と
っ
て
緯
書
は
漢
代
に
お
け
る
ほ
ど
の

構
威
を
有
す
る
こ
と
は
な
く
、
受
容
は
批
到
的

・
選
揮
的
に
行

わ
れ
た

の
で
あ

る
。
『帝
王
世
紀
』
は
天
地
開
開
を
さ
ら
に
遡

っ
て
生
成
論
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は

『帝
王
世
紀
』
以
前
の
史
書
に
は
ほ
と
ん
ど
類
例
を
見
な
い
形
式

で
あ

る
が
、
『帝
王
世
紀
』
の
生
成
論
は
皇
甫
譲
の
世
界
観
を
鮮
明
に
反
映
し
、

こ
の
書
の
序
論
の
役
割
を
果

た
し
て

い
る
。
こ
の
生
成
論
は
二
つ
の
典
擦
を
持

つ
。

つ
ま
り
五
運
設
と

『盤
憲
』
と
で
あ
る
。
皇
甫
詮
は
五
蓮
読
を
基
本
的
な
形

式
と
し
て
承
け
入
れ
た
。
そ
れ
は
五
運
説
が
氣
の
理
論
に
よ
る
生
成
論
と
し
て
完

四
三



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
四
集

成
度
の
高
い
も
の
だ

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
五
運
説
の
探
用
は
太
易

概
念
の
鍵
更
を
必
要
と
し
た
。
魏
脅
も
後
に
な
る
に
つ
れ
、
時
代
の
思
想
的
關
心

は
生
成
論
よ
り
本
隆
論

(存
在
論
)
に
移
り
、
『
列
子
』
張
湛
注
に
顯
著
な
様
に
、

太
易
の
概
念
も
虚
無
の
段
階
と
す
る
生
成
論
的
な
見
方
か
ら
、
有
の
本
源
と
す
る

本
睡
論
的
な
角
度
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「天
地

未
分
」
つ
ま
り
天
地
開
闘
以
前
の
縫
稽
と
す
る

『
帝
王
世
紀
』
の
や
や
曖
昧
な
太

易
概
念
は
、
生
成
論
の
形
式
で
太
易

の
本
匿
的
性
格
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
、
い

わ
ば
魏
脅
思
想
史
に
お
け
る
過
渡
期
的
産
物

で
あ

る
。
ヨ
蟹
憲
』
の
生
成
論
を
も

受
容
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
様
な
本
睡
論
志
向
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
『璽
憲
』

の
生
成
論
は
、
生
成
過
程
を
道
の
成
長
過
程
と
し
て
捉
ら
え
、
さ
ら
に
天
地
の
生

み
出
し
た
寓
物
に
聖
人
が
秩
序
を
與
え
る
と
述
べ
る
。

つ
ま
り
道
は
世
界
の
根
源

で
あ
り
、
天
と
人
と
は
と
も
に
道
を
膿
し
て
世
界
の
完
成
を
め
ざ
す
協
働
者
な
の

で
あ
る
。
道
の
役
割
を
き
わ
め
て
重
視
す
る
こ
の

『
蟹
憲
』
の
生
成
論
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
皇
甫
譲
は
、
自
己
の
世
界
観
を
十
全
に
表
現
て

き
る
生
成
論
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

『
帝
王
世
紀
』
は
緯
書
由
來
の
長
大
な
時
間
的
枠
組
み
を
受
容
し
て
い
る
。
ま

た
開
關
後
最
初
の
帝
王
て
あ
る
天
皇

・
地
皇

・
人
皇
に
つ
い
て
も
緯
書
の
知
識
を

受
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
詳
細
な
記
述
は
伏
義
を
起
鮎
と
し
た
。
そ

れ
は
感
生
帝
読
を
き
わ
め
て
重
要
視
す
る
こ
と
に
よ
る
。
感
生
帝
説
と
は
、
眞
に

偉
大
な
帝
王
は
観
念
的
の
み
な
ら
ず

現
實
に
天

(天
帝
)
の
精
を
稟
け
て
生
ま
れ

た
天
子

(天
の
子
)
て
あ
る
と
す
る
観
念

て
あ

り
、
天
人
相
關
思
想
の
極
端
な
現

れ
で
あ
る
。
皇
甫
譲
の
考
え
て
は
、
伏
義
こ
そ
は
最
初
の
感
生
帝
と
し
て
天
を
緩

い
で
王
と
な
っ
た
百
王
の
先
て
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
五
行
相
生
の
徳
を
有
す
る
最
初

の
帝
王
な
の
で
あ
る
。
正
統
性
を
認
知
さ
れ
る
帝
王
は
感
生
帯
で
あ
り
、
感
生
帝

だ
け
が
新
た
な
五
行
の
徳
を
受
命
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
感
生
帝
説
を
整
備
し
た
の

四
四

も
實
は
緯
書
で
あ
る
。
そ
の
圭
目
的
の

一
つ
は
、
漢
を
尭
と
同
じ
く
火
徳
の
感
生

帝
傳
読
を
有
す
る
王
朝
と
し
て
正
統
化
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
東
漢
時
代

に
お
い
て
こ
の
観
念
が
肚
會
の
通
念
と
な
っ
た
後
は
、
掻
大
の

一
途
を
た
ど
る
緯

書
の
歴
史
睡
系
の
中
で
、
感
生
帝
醗
は
さ
ほ
ど
重
硯
さ
れ
ず

牛
ば
埋
疫
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
皇
甫
譲
は
感
生
帝
読
を
天
人
相
關
思
想
を
如
實
に
反
映
し
た
も
の

と
し
て
評
償
し
、
正
統
性
の
重
要
な
剣
断
規
準
と
見
倣
し
た
の
で
あ
る
。
三
皇
五

帝
論
に
お
い
て
も
、
蕾
読
に
因
循
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
こ
と
さ
ら
新
た
な
帝
王

評
債
の
基
準
を
案
出
す
る
こ
と
も
な
く
、
す
で
に
形
成
し
た
正
統
な
る
帝
王
の
系

譜
を
三
皇
五
帝
の
枠
組
み
に
配
當
し
た
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
結
果
と
し
て

從
來
の
蕾
競
の
い
ず
れ
と
も
共
通
し
な
い
革
新
的
な
新
読
と
な

っ
た
が
、
皇
甫
詫

濁
自
の
世
界
観
か
ら
す
る
必
然
の
露
結
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

皇
甫
譲
の
世
界
観
の
根
砥
に
は
天
人
相
關
思
想
が
存
在
す
る
。
生
成
論
に
お
け

る
道
の
重
覗
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
思
想
に
よ
っ
て

『帝
王
世

紀
』
の
記
述
を

一
貫
し
た
。

そ
の
結
果
、

『帝
王
世
紀
』
は
賓
料
的
に
は
緯
書
に

多
く
依
存
し
な
が
ら
も
、
野
放
圖
に
撞
大
し
た
東
漢
の
緯
書
的
歴
史
髄
系
を
き
わ

め
て
理
論
的
に
整
理
し
、
濁
自
の
明
快
な
ス
タ
イ
ル
を
備

え

る
こ
と

に
成
功
し

た
。
こ
こ
に
箪
な
る
帝
王
の
年
代
記
に
絡
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
猫
自
の
世
界
観
を
讃

者
に
傳
え
る
理
念
的
と
さ
え
言
え
る
歴
史
理
論
の
書
と
し
て
の

『
帝
王
世
紀
』
が

成
立
し
た
の
で
あ
る
。

注

(
1
)

『
古
史
考
』
は

『
晴
書
』
経
籍
志

史
部
正
史
類

(『曹
唐
書
』
経
籍
志

・
『
新
唐
書
』

藝
文
志

で
は
雑
史
類
)

に
、
『
洞
紀
』

は
晴
志
雑
史
類

に
、
『
三
五
暦
紀
』

は
爾
唐
志
史

部
雑
史
類

に
、
『
帝
王
世
紀
』
は
晴
志

雑
史
類

に
、

そ
れ
ぞ
れ
著
録

さ
れ

る
。

こ
れ
ら

の
書
物

が
通
史
を
意
圖
し
て
上
古
以
來

の
帝

王
の
事
蹟
を

年
代
記
的

に
記
録

し
た

一

群

の
文
獣

で
あ
る
と
指
摘
す
る

の
は
、
戸
川
芳
郎

「帯
紀
と
生
成
論
」

(『
中
國
哲
學
史



'

の
展
望
と
模
索
』

一
九
七
六
年
、
所
牧
)

で
あ
る
。

(2
)

元
延
明

の
注

の
こ
と
は

『
魏
書
』
巻
二
十

の
本
傳

に
見
え
る
。
虞
緯

の
書

は

『晴

書
』
脛
籍
志

に
著
録

さ
れ

て
い
る
。

(
3
)

騨
其
駿
主
編

『
中
國
歴
史
地
圖
集
』
第
二
珊
、
第

三
珊

(
一
九
八
二
年
、
地
圖
出

版
吐
、
北
京
)

の
比
定

に
よ
る
。

(
4
)

皇
甫

譲
の
露
世
態
度

に

つ
い

て

は
、

石
川
忠
久

「隠

士
皇
甫
譲
詮
」

(
『漢

魏
文

化
』
七
號
、

一
九
六
八
年
、
所
牧
)
に
瞼
じ
ら
れ

て
い
る
。

(
5
)

『
膏
書
』
巻

八
十

二
司
馬
彪
傳

「
誤
周
以
司
馬
蓬
史

記
書

周
秦
以

上
、

或
探
俗
語

百
家
之
言
、

不
專
披

正
経
。
周
於
是
作
古
史
考
二
十
五
篇
、
皆

愚
曹

典
、
以
糾
遷

之
膠

お
も

誤
。

(讃
周
以

へ
ら
く
、
司
馬
遷

の
史
記
周
秦
以
上

を
書
す

に
、
或

い
は
俗
語
百
家
の

言
を
探
り
、
專

ら
正
脛
に
擦
ら
ず
、
と
。
周
是

に
於

て
古
史
考
二
十
五
篇

を
作

り
、
皆

ニ

な
曹
典
に
葱
り
て
、
以
て
遷
の
謬
誤
を
糾
す
。)
」

『三
國
志
』
呉
書
二
十
章
曜
傳

「囚
昔
見
世
間
有
古
暦
注
、
其
所
紀
載
甑
多
虚
無
、
在

書
籍
者
亦
復
錯
謬
。
囚
尋
按
傳
記
、
考
合
異
同
、
采
撫
耳
目
所
及
、
以
作
洞
紀
。
起

自
庖
犠
、
至
干
秦
漢
、
几
爲
三
巻
。
(囚
昔
世
間
に
古
暦
注
有
る
を
見
る
に
、
其
の
紀

載
す
る
所
既
に
虚
無
多
く
、
書
籍
に
在
る
者
も
亦
た
復
た
錯
膠
す
。
囚
傳
記
を
尋
按

ニ

し
、
異
同
を
考
合
し
、
耳

目
の
及
ぶ
所
を
采
捷
し
、
以

て
洞
紀
を
作
る
。
庖
犠
自
り
起

し
、
秦
漢

に
至
り
、
几
そ
三
巻
と
爲
す
。)
」

(6
)

『
太
準
御
覧
』

の
篇
目
構
成
に
依
擦
し
て
、

所
引
の

『帝

王
世
紀
』

の
條
文
を
配

列
し
た
。
『
帝
王
世
紀
』

の
元
來

の
配
列
も

こ
の
通
り

で
あ

っ
た

こ
と
は
、

後
述
す
る

五
運
設

と
の
關
係

か
ら
確
信

で
き

る
。

(7
)

生
成
論

(史
)

に
關
す
る
戸
川
氏

の
所
設
は
、
注

(
1
)
前
掲
論
文
に
初
出
さ
れ
、

「
『貴

無
』

と

『
崇
有
』
」

(『
中
國
哲
學
研
究
』
第
四
號
、

一
九
九

二
年
、

所
牧
)
に
詳

述
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)

太
易

な
る
語

は
早
く
は
楊
雄

『
激
璽
賦
』

(『
太
卒
御
覧
』
巻

一
所
引
)
に

「太
易

之
始
、
太

初
之
先
、
潟
潟
沈
沈
、
奮
搏
無
端
。
」

と
み
え
る
が

、

虚
無

の
意
味

に
限
定

さ
れ

て
い
る
と
は
思
え
な

い
。

『帝
王
世
紀
』
の
成
立
と
そ
の
意
義

(9
)

『易
緯
乾
盤
度
』
巻
下
に
も

ほ
ぼ

同
文
が
あ

る
。

(『
重
修
緯

書
集
成
』
巻

一
上
、

三

八
～
四
〇
頁
)
巻

下
の
鄭
玄
注
は
、
「
一
者
形
愛
之
始
」

の

二

」
を

「
二
」

の
誤

り
と
し
、
太
易

の
攣
化
は
陽
数

(
一
、
七
、
九
)

に
止
ま
ら
ず
、

さ
ら
に
陰
激
に
お
け

る
太
初
、
太
始
、
太
素

(
二
、
六
、
八
)

へ
の
護
展

を
見
せ
る
と
述
べ
る
な

ど
、
巻
上

の
同

一
箇
所

の
鄭
玄
注
と

は
、
表
現

・
内
容
と
も
に
相
違
が
顯
著

で
あ
る
。
雨
注

の
整

合
性

を
如
何

に
考
え
る
べ
き

か
は
重
大
な
問
題

で
あ

る
が
、
今

後

の
課
題
と
し
、
本
論

考

で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な

い
。
な
お
戸
川
注

(
7
)
前
掲
論
文
お
よ
び
安
居

香
山

「緯

雷
の
生
成
論
」

(『緯

書
の
基
礎
的
研
究
』

一
九
七
六
年
、

第

一
篇
第
五
章
)

一
八

六
～
八
頁
滲
照
。

(10
)

『重
修
緯
書
集
成
』
は
、

明

の
劉
仲
蓮

『
鴻
書
』

天
交
部

を
出
典
と
し
て
、

ほ
ぼ

同
文
を
巻
五

「孝
脛
鉤
命
決
」

に
探
録
す
る
。
文
字

の
異
同
を
記

せ
ば
、
「
爲
五
運
也
。

氣
象
未
形
」
、

「韓
攣
五
氣
、

故
稻
五
運
」
を
、

『
鴻
書
』
本

は
そ
れ
ぞ
れ
、

「是

爲
五

運
。
形
象
未
分
」
、

「五
氣
漸
攣
、
謂
之
五
運
」

に
作
る
。

(11
)

梁

の
武
帝
の
命
を
承
け
て
編
纂
さ
れ
た
類
書

『華
林
遍
略
』
は
五
運
説
を
探
用
し

沌
と
指
摘
す
る
の
は
、

勝
村
哲
也

「修
文
殿
御
覧
天
部

の
復
元
」

(山
田
慶
見
編

『
中

國

の
科
學
と
科
學
者
』

一
九
七
八
年
、

所
牧
)
六
七
六
頁

で

あ
る
。

な
お
呉

の
徐
整

『
三
五
暦

紀
』

も
こ
の
五
運
読

を
探
用
し
て

い
た

こ
と
が
、

遼

の
希
麟

『
績

一
切
経
音

義
』
巻
五
に

「案
三
五
歴
記
云
、

氣
像
未
分
、

謂
之
太
易
。

元

氣
始
萌
、

謂
之
太
初

也
。
氣
像
之
端
、

謂
之
太
始
。

形
憂
有
質
、

謂
之
太
素
也
。
質

形
巳
具
、

謂
之
太
極

也
。
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
分
る
。

「氣
像
之
端
」
は

「
氣
形

之
端
」

の
誤
で
あ

ろ
う
。

(
12
)

呂
思
勉

「古
史
紀
年
考
」

下
篇

(『
古
史
辮
』
第

七

冊
中
編
所
牧
)
、

新
域
新
藏

『東
洋
天
文
學
史
研
究
』

(
一
九
八
九
年
、
臨
川
書
店
復
刻
)
第

七
篇
第
十
節

「
所
謂
開

闘
の
年
代
と
緯
書
」
、
武
田
時
昌

コ
緯
書
暦
法
考
」
(京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
研
究

報

告

『
中
國
古
代
科
學
史
論
』

一
九
八
九
年
、
所
牧
)
参
照
。

(3工
)

こ
の
文

の
典
擦

で
あ

る
東
漢

の
王
延
壽

『
魯
蟹
光
殿
賦
』

の
本

文

は

「
上
紀
開

闘
、
逐
古
之
初
。
五
龍
比
翼
、
人
皇

九
頭
。
」

で
あ
り
、

東
漢

の
知
識
階
級

に
お
い
て

五
寵
や
人
皇

は
開
闘
當

初

と

い
う

特
定

の
時
貼
と
結
び

つ
い
て
特
定

の
イ
メ
ー
ジ
を

四
五



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
四
集

喚
起
す
る
記
號
で
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。

王
延
壽

は
王
逸

の
子
、
生
卒
年
不
詳
な

が
ら
、
二
世
紀
中
頃

の
人
と
推
定

さ
れ
る
。

な
お
こ
の
賦
は
西
漢
景

・
武
帝
期

の
恭
王

除

の
建
立
し
た
魯

の
竪
光
殿

の
壁
箇
を
詠
ん
だ
も

の
と
言
う
。
(本
賦
序
)

も
し
本
賦

が
本
當

に
恭
王
創
建
當
時

の
壁
雷

の
忠
實

な
文
章
化

で
あ
る
な
ら
ば
、
緯
書
設
と

の
關

係

を
も
含

め
て
中
國
思
想
史
上
重

大
な
意
義
を
も

つ
が
、
眞
備

の
解
明

は
今
後

の
課
題

と
し
た
い
。
な

お
、
『
命
歴
序

』
に

つ
い
て
の
研
究

は
前
注
所
掲

の
諸
論
考

の
他
、

準

田
篤
胤

『
春
秋
命
歴
序

孜
』
、

徐
旭
生

『
中
國
古

史
的
傳
設
時
代

(増

訂
本
)
』

(
一
九

八
五
年
、
文
物
出
版
肚
、

北
京
)

第
六
章

「
二
、
命
暦
序
的
古
史
系
統

及
其
補
充
的
來

源
」
が
あ

る
が
、
文
獄

學
的
精
確

性
か
ら

は
い
ず
れ
も
不
浦
が
残
る
。

(
14
)

呂
思
勉

「
三
皇

五
帯
考
」
三

四
五
～
八
頁
、
顧
韻
剛

・
楊
向
奎

「
三
皇
考
」

一
一

七
～

一
二
〇
頁

(共

に

『
古
史
辮
』
第
七
珊
中
編
に
牧
録
)
参
照
。

(
15
)

晴

の
窟

吉

『
五
行
大
義
』
巻
五

に

「
天
皇
太
帝
曜
魂
賓
、
地
皇
爲
天

一
、
人
皇
爲

太

一
。
」
と
言
う

『
帝

王
世
紀
』

の
侠
文
が

あ

る
。
天
皇
は
別

に
し
て
、
地
皇

・
人
皇

を
天
紳

(
星
辰
)
と
す
る
既
は

『
帝
王
世
紀
』
以
前

に
は
見
え
な

い
。

も

っ
と
も
、
こ

の
天
跡

と
し
て
の
天
皇

・
地
皇

・
人
皇
と
人
帝
と
し
て
の
天
皇
氏

・
地
皇
氏

・
人
皇

氏
と
が

い
か
な
る
關
係
に
あ
る

の
か
に

つ
い
て
は
、
現
存
資
料

の
み
か
ら

で
は
よ
く
分

ら
な

い
。

(
16
)

『
世
脛
』

は
、
暦
學
的
研
究
で
は
能

田
忠
亮

・
藪
内
清

『
漢
書
律
暦
志

の
研
究

』

(
一
九

七
九
年
、
臨
川
書
店
復

刻
)

五

「
世
脛

の
研
究
」

が
詳

し
く
、

古
史
研
究
で
は

顧
韻
剛

『
中
國
上
古
史

研
究
講
義

』
(
一
九

八
八
年
、

中
華
書
局
、

北
京
)

一
一六

「世

脛
」
が
詳
し

い
。
ま
た

『
世
経
』
を
含
め
た
劉
敵

の
思
想

・
學
問
髄
系
に

つ
い
て
は
、

川
原
秀
城

「
三
統
暦

の
世
界
」

(『
中
國

思
想
史
研
究
』
創
刊
號
、

一
九

七
七
年
、

所

牧
)
謬
照
。

(
17
)

『
漢
書
』
郊

祀
志
貧

に

「劉
向
父
子
以
爲
、

帝
出
於
震

(『
易
』
説
卦
傳
)
、

故
包

お
も

へ

義
氏
始
受
木
徳
。

(劉
向
父
子
以
爲
ら
く
、

帝

は
震

に
出
づ
、

故
に
包
義
氏
始

め
て
木

徳
を
受
く
。と

と
あ

る
か
ら
、
伏
義

を
最
初

の
王
と
す
る
醗

は
劉
歌

の
父
劉
向

に
由
來

す
る
。

四
六

(
18
)

誰
周
と
蜀
の
識
緯

・
史
學

の
傳
統

と
の
關
係
に

つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫

「蜀
に
お

け
る
識
緯

の
學

の
傳
統
」

(『
識
緯

思
想

の
綜
合
的
研
究
』

一
九
八
四
年
、

所
牧
)
参

照
。

(
19
)

狩
野
直
喜

『
雨
漢
學
術
考
』

(
一
九
六
四
年
)

一
五
四
～
六
〇
頁
、

ま
た
安
居
香

山

『緯
書

の
成
立
と
そ

の
展
開
』

(
一
九
七
九
年
)
後
篇
第
三
章
参
照
。

附
記

本
論
文
投
稿
時
に
は
、

投
稿
規
定
に
從
い
、
引
用
文
の
す
べ
て
に
書
き
下
し
文
を

付
し
た
が
、
掲
載
決
定
後
、
戸
川
芳
郎
學
術
專
門
委
員
の
指
導
に
よ
り
、
不
必
要
と

剣
断
し
た
書
き
下
し
文
は
創
除
し
た
。


